
政
府
は
、
北
韓
の
４
回
目

の
核
実
験
強
行
に
よ
る
厳
し

い
安
保
状
況
の
な
か
、
追
加

挑
発
に
備
え
て
全
方
向
・
総

力
対
備
態
勢
を
確
立
す
る
一

方
、
国
際
社
会
と
と
も
に
北

韓
に
強
い
圧
力
を
か
け
な
が

ら
北
韓
核
問
題
の
解
決
に

優
先
で
取
り
組
む
こ
と
に
し

た
。外

交
部
と
国
防
部
、
統
一

部
は
２２
日
、
青
瓦
台
で
「
２

０
１
６
年
外
交
・
安
保
・
統

一
分
野
」
業
務
計
画
を
朴
槿

恵
大
統
領
に
合
同
で
報
告
し

た
。昨
年
の
業
務
報
告
は「
統

一
準
備
」
に
重
き
が
置
か
れ

た
が
、
今
年
は
北
韓
の
核
実

験
を
受
け
、
北
韓
核
問
題
な

ど
が

優
先
課
題
に
挙
げ
ら

れ
た
。

合
同
業
務
報
告
は
「
強
固

な
外
交
安
保
、
着
実
な
統
一

準
備
」
を
テ
ー
マ
に
、
▽
北

韓
の
挑
発
に
対
す
る
全
方
位

か
つ
総
力
を
挙
げ
て
の
対
応

▽
北
韓
核
問
題
な
ど
に
対
す

る
総
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
▽

外
交
安
保
環
境
変
化
の
能
動

的
・
戦
略
的
な
活
用
▽
国
民
、

国
際
社
会
と
と
も
に
正
し
い

統
一
準
備
の
持
続

な
ど

を
重
点
的
に
推
進
す
る
と
し

た
。外

交
部
は
、
北
韓
核
問
題

の
解
決
を
今
年
の

優
先
課

題
に
設
定
し
た
。
国
連
安
全

保
障
理
事
会
で
話
し
合
わ
れ

て
い
る
北
韓
へ
の
追
加
制
裁

に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
で

も
強
力
な
決
議
案
」
を
推

進
し
、
韓
米
日
、
韓
米
中
、

韓
日
中
の
３
カ
国
間
協
議
の

枠
組
み
を
活
性
化
さ
せ
、
中

国
と
ロ
シ
ア
の
建
設
的
な
役

割
を
誘
導
す
る
こ
と
に
し

た
。同

時
に
、
能
動
的
な
東
北

ア
ジ
ア
外
交
を
通
じ
韓
半
島

の
平
和
強
化
、
東
北
ア
ジ
ア

平
和
協
力
構
想
と
ユ
ー
ラ
シ

ア
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
欧
州

と
ア
ジ
ア
の
各
国
間
経
済
協

力
を
強
化
し
て
南
北
統
一
の

基
盤
づ
く
り
を
目
指
す
構

想
）
の
充
実
化
に
よ
る
平
和

統
一
外
交
と
、
統
一
支
援
に

向
け
た
国
際
イ
ン
フ
ラ
の
強

化
を
推
進
す
る
。

統
一
部
は
、
「
新
た
な
韓

半
島
」
を
目
指
し
、
南
北
関

係
の
再
構
築
を
め
ざ
す
。
統

一
政
策
の
推
進
目
標
と
し

て
、
「
望
ま
し
い
南
北
関
係

の
確
立
」
と
「
実
質
的
な
統

一
準
備
」
を
設
定
。
「
新
た

な
韓
半
島
」
に
つ
い
て
「
南

北
の
住
民
す
べ
て
が
核
と
戦

争
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
、
平
和

と
繁
栄
、
自
由
と
人
権
を
享

受
す
る
新
し
い
韓
半
島
」
と

説
明
し
た
。

「
韓
半
島
信
頼
プ
ロ
セ
ス
」

に
基
づ
き
対
話
の
扉
は
開
い

て
お
き
な
が
ら
も
、
非
核
化

へ
の
圧
力
と
原
則
あ
る
対
話

を
通
じ
北
韓
の
変
化
と
望
ま

し
い
南
北
関
係
を
導
き
出
す

と
い
う
構
想
だ
と
い
う
。
ま

た
、
南
北
離
散
家
族
な
ど
人

道
的
な
問
題
の
持
続
的
な
解

決
と
、
民
族
の
同
質
性
の
回

復
を
促
す
南
北
協
力
な
ど
も

重
点
推
進
課
題
に
定
め
た
。

大
阪
維
新
の
会
や
公
明
、

共
産
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数

で
可
決
、
成
立
し
た
大
阪
市

の
条
例
に
は
市
民
団
体
な
ど

が
求
め
た
表
現
規
制
や
罰
則

規
定
は
な
い
が
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
の
定
義
を
国
内
法
令

で
初
め
て
具
体
的
に
明
記
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た

個
人
や
団
体
の
名
前
を
公
表

す
る
こ
と
な
ど
を
骨
子
と
し

て
い
る
。
半
年
程
度
の
周
知

期
間
を
経
て
施
行
す
る
。

条
例
で
は
、
特
定
の
人
種

や
民
族
の
個
人
・
団
体
の
１

社
会
排
除
２

権
利
の
制
限
３

憎
悪
や
差
別
意
識
を
あ
お
る

こ
と

の
い
ず
れ
か
を
目

的
と
し
、
人
を
中
傷
し
た
り

身
の
危
険
を
感
じ
さ
せ
た
り

す
る
表
現
活
動
を
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
と
定
義
し
た
。
こ
れ

ら
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
販

売
や
上
映
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
動
画
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
な

ど
拡
散
行
為
も
含
む
と
定
め

た
。市

内
に
通
勤
・
通
学
す
る

人
や
市
民
の
被
害
申
告
を
受

け
、
弁
護
士
や
法
学
者
で
構

成
す
る
市
の
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
審
査
会
」
が
内
容
を
調

査
。
市
長
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
と
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
内

容
や
実
施
し
た
個
人
・
団
体

名
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
す
る
。
ネ
ッ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
動
画
な
ど

は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
に
削

除
を
要
請
す
る
。

条
例
案
に
は
当
初
、
市
が

被
害
者
に
訴
訟
費
用
を
貸
し

付
け
る
規
定
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
が
、
「
不
公
平
だ
」

と
す
る
議
会
の
意
見
を
受
け

て
市
が
削
除
。
審
査
会
の
中

立
性
を
保
つ
た
め
に
、
委
員

の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
「
議

会
同
意
が
必
要
」
と
改
め

た
。民

団
大
阪
本
部
は
、
条
例

の
成
立
に
向
け
て
大
阪
維
新

の
会
、
自
民
、
公
明
、
共
産

の
４
党
に
働
き
か
け
た
。

呉
民
団
中
央
団
長
は
談
話

で
、「
大
阪
市
議
会
の
英
断
」

を
高
く
評
価
。
「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
言
葉
の
暴
力
で
あ

り
、
迫
害
だ
。
個
人
の
尊
厳

を
傷
つ
け
、
差
別
意
識
を
助

長
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

私
た
ち
は
規
制
す
る
法
律
の

制
定
を
求
め
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
を
展
開
し
て
き
た
」と
し
、

「
規
制
関
連
法
案
は
昨
年
、

参
議
院
法
務
委
員
会
で
審
議

入
り
し
た
が
、
継
続
審
議
と

な
り
、
本
年
度
通
常
国
会
で

の
動
向
が
内
外
か
ら
注
視
さ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
「
大
阪
市
の
条

例
は
地
域
に
お
け
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
抑
制
は
も
ち
ろ

ん
、
国
会
に
お
け
る
立
法
化

促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
」と
期
待
を
表
明
し
、

規
制
法
の
早
期
実
現
に
向

け
、
各
地
自
治
体
・
議
会
が

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
反
対
す

る
意
見
書
を
採
択
す
る
よ
う

要
望
運
動
を
強
化
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

な
ど
に
つ
い
て
の
法
整
備
を

国
に
求
め
る
地
方
議
会
の
意

見
書
採
択
は
昨
年
１２
月
末
現

在
、
２
６
４
件
（
法
務
省
統

計
）
に
達
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）
の
抑
止
策
を
ま
と
め
た
全
国
初
の
条
例
が
１５
日
、
大
阪
市
議
会
で
成
立
し
た
。

各
地
方
議
会
が
国
に
法
規
制
な
ど
を
求
め
る
中
、
在
日
韓
国
人
が
多
い
大
阪
市
は
独
自
制
度
を
導
入
し
た
。
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
根
絶
に
向
け
規
制
す
る
法
律
の
制
定
を
求
め
て
き
た
民
団
で
は
、
今
回
の
条
例
制
定
を
評
価
、
呉
公
太

中
央
本
部
団
長
は
１６
日
に
発
表
し
た
談
話
で
「
わ
れ
わ
れ
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
条
例
を
制
定
す
る
地
方
自
治
体
が
今

後
一
つ
で
も
多
く
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
表
明
。
同
時
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

が
一
日
も
早
く
根
絶
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
積
極
的
な
運
動
を
ね
ば
り
強
く
推
進
し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

ヘイトスピーチ根絶に向け、大阪市での条例制定後な
どについて協議した１８日の人権擁護委員会全体会議

民
団
中
央
執
行
委
員
会
の

専
門
委
員
会
、
第
５３
期
人
権

擁
護
委
員
会
（
李
根

委
員

長
）
は
１８
日
、
東
京
・
港
区

の
韓
国
中
央
会
館
で
今
期

終
と
な
る
第
６
回
全
体
会
議

を
開
き
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
根
絶
に
向
け
、
大
阪
市
が

可
決
し
た
条
例
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

殷
勇
基
委
員
（
弁
護
士
）

は
、
「
参
議
院
で
人
種
差
別

撤
廃
施
策
推
進
法
が
審
議
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
大
阪
市
の
条
例

が
出
た
意
義
は
大
き
い
」
と

評
価
。ほ
か
の
委
員
か
ら
も
、

大
阪
市
か
ら
他
都
市
へ
議
論

を
加
速
さ
せ
よ
う
と
の
声
が

上
が
っ
た
。

崔
聖
植
委
員（
行
政
書
士
）

が
具
体
的
な
条
例
の
な
か
で

も
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
拡
散

防
止
の
措
置
お
よ
び
認
識
な

ど
の
公
表
」
に
着
目
し
た
の

に
対
し
、
殷
委
員
も
同
調
。

「
こ
の
条
例
を
使
っ
て
や
れ

る
こ
と
は
や
れ
る
。
直
接
の

規
制
は
で
き
な
い
が
、
名
前

が
出
れ
ば
抑
止
効
果
は
期
待

で
き
る
」
と
述
べ
た
。
ま
ず

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
東
京
都

を
は
じ
め
と
す
る
主
要
都
市

へ
の
具
体
的
な
働
き
か
け
が

重
要
に
な
る
と
の
認
識
で
一

致
し
た
。

委
員
会
に
は
民
主
党
の
有

田
芳
生
参
議
院
議
員
も
加
わ

り
、
人
種
差
別
撤
廃
施
策
推

進
法
案
と
与
党
の
動
き
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

差別への怒り胸に
小説『智異山』邦訳
小学校教員の松田暢裕さんが

韓国で読み継がれている李炳注
著の歴史大河小説を約７年かけ
て邦訳、韓国文学翻訳院の助成
を受けて自費出版した。

（４面）

鄭義信さんの「在日」３部作、一挙再演
「焼肉ドラゴン」「たとえば野に咲く花のよ

うに」「パーマ屋スミレ」が３月から新国立劇
場（東京・渋谷区）などで再演される。

（６面）

朴
大
統
領

第
２０
代
国
会
議
員
選
挙

（
４
月
１３
日
）
の
在
外
選
挙

投
票
に
必
要
な
在
外
選
挙
人

登
録
申
請
お
よ
び
国
外
不
在

者
申
告
の
締
め
切
り
（
２
月

１３
日
）
ま
で
、
あ
と
２
週
間

余
り
と
な
っ
た
。

駐
日
大
使
館
在
外
選
挙
管

理
委
員
会
の
「
緊
急
案
内
」

（
１９
日
付
）
に
よ
る
と
、
２

０
１
２
年
の
第
１８
代
大
統
領

選
挙
の
時
に
在
外
選
挙
人
登

録
申
請
を
行
い
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
投
票
を

し
た
が
、
そ
の
後
に
国
内
に

住
民
登
録
を
開
設
し
た
り
、

国
内
居
所
申
告
を
し
た
人

は
、
国
内
の
選
挙
人
資
格
を

取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
今

回
の
選
挙
か
ら
は
在
外
選
挙

人
名
簿
で
は
な
く
、
国
内
居

住
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
国
内
居
住
地

で
は
な
く
日
本
な
ど
の
在
外

公
館
（
ま
た
は
代
替
施
設
）

で
投
票
す
る
に
は
、
２
月
１３

日
ま
で
に
国
外
不
在
者
申
告

が
必
要
だ
。
該
当
す
る
在
日

同
胞
は
、
中
央
選
挙
管
理
委

員
会
に
よ
る
と
、
約
１
５
０

０
余
人
（
大
使
館
管
轄
区
域

で
は
約
５
０
０
人
）
に
な
る

と
い
う
。

な
お
、
昨
年
１２
月
末
の
公

職
選
挙
法
改
正
で
、
在
外
選

挙
人
の
選
挙
権
行
使
を
容
易

に
す
る
た
め
に
在
外
選
挙
人

永
久
名
簿
制
が
導
入
さ
れ

た
。こ

れ
に
よ
り
第
１８
代
大
統

領
選
挙
の
時
に
在
外
選
挙
人

登
録
申
請
を
し
た
在
外
国
民

は
、
国
内
住
民
登
録
開
設
者

や
国
内
居
所
申
告
者
を
除

き
、
今
回
、
在
外
選
挙
人
登

録
申
請
は
不
要
で
、
投
票
す

る
時
（
３
月
３０
日
～
４
月
４

日
）
に
、
国
籍
確
認
に
必
要

な
書
類
（
在
留
カ
ー
ド
、
特

別
永
住
者
証
明
書
な
ど
）
の

原
本
を
提
示
す
れ
ば
よ
い
。

朴
槿
恵
大
統
領
は
、
外
交

部
、
国
防
部
、
統
一
部
か
ら

業
務
報
告
を
受
け
た
席
で
北

韓
の
核
実
験
強
行
へ
の
対
処

方
案
と
関
連
し
て
「
重
要
な

こ
と
は
北
韓
が
変
化
す
る
し

か
な
い
環
境
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
過
程
で
中
国
側
の

協
力
が
重
要
な
カ
ギ
に
な

る
」
と
述
べ
、
「
中
国
は
こ

れ
ま
で
『
韓
半
島
に
お
け
る

核
開
発
は
絶
対
に
容
認
で
き

な
い
』
と
い
う
強
い
意
思
を

何
度
も
示
し
て
き
た
。
今
回

こ
そ
、
北
韓
に
核
開
発
が
無

意
味
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら

せ
、
イ
ラ
ン
の
よ
う
に
国
際

社
会
に
出
て
く
る
よ
う
効
果

的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
表
明
し
た

写
真
。

朴
大
統
領
は
、「（
北
韓
核

問
題
を
め
ぐ
る
）
６
者
会
談

だ
け
で
な
く
、
北
を
除
い
た

５
者
会
談
を
試
み
る
な
ど
多

様
で
創
意
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
模
索
す
べ
き
だ
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
「
北
の
核
問
題

の
根
本
的
な
解
決
策
は

終

的
に
統
一
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
統
一
に
向
け
た
努
力

を
粘
り
強
く
続
け
る
べ
き

だ
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
３
月
に
実
施
予

定
の
韓
米
合
同
定
例
軍
事
演

習「
キ
ー
・
リ
ゾ
ル
ブ
」に
万

全
を
期
し
、
北
韓
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
な
ど
非
対
称
的
な
挑

発
の
可
能
性
に
も
徹
底
し
て

警
戒
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

統
一
部
当
局
者
は
２５
日
、

南
北
離
散
家
族
の
生
死
確
認

や
手
紙
の
交
換
、
再
会
の
定

例
化
な
ど
に
備
え
、
韓
国
側

の
離
散
家
族
の
実
態
調
査
を

実
施
す
る
と
明
ら
か
に
し

た
。調

査
は
５
年
ご
と
に
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
回
は
２
０
１
１
年
に
続
く

２
回
目
。
今
年
は
３
月
か
ら

６
月
に
行
う
予
定
と
い
う
。

政
府
の
離
散
家
族
情
報
統

合
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て

い
る
約
１３
万
人
の
離
散
家
族

の
う
ち
、
生
存
者
は
昨
年
末

時
点
で
約
６
万
５
０
０
０

人
。統

一
部
の
鄭
俊

報
道
官

は
２０
日
の
定
例
会
見
で
、
北

韓
が
４
回
目
の
核
実
験
を
強

行
し
た
こ
と
で
南
北
関
係
が

悪
化
す
る
中
、
今
年
の
南
北

離
散
家
族
関
連
事
業
推
進
計

画
に
つ
い
て
、
「
現
在
、
厳

し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る

が
、
解
決
に
向
け
粘
り
強
く

努
力
し
て
い
く
と
い
う
の
が

政
府
の
基
本
的
な
立
場
だ
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
離
散
家
族
１
万
人

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
制
作
や

遺
伝
子
検
査
、
遺
伝
子
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
、
国
際
社
会

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な

ど
、
韓
国
独
自
に
で
き
る
部

分
は
進
め
て
い
く
と
説
明
し

た
。

昨
年
の
南
北
交
易

過
去
最
高
２７
億

ド
ル

前
年
比
１５
・
８
％
増

昨
年
の
南
北
交
易
規
模
は

２７
億
１
３
４
９
万

で
、
過

去

高
を
記
録
し
た
前
年
の

２３
億
４
３
１
２
万

よ
り
１５

・
８
％
増
加
し
た
。韓
国
貿
易

協
会
が
２１
日
発
表
し
た
。

昨
年
韓
国
か
ら
北
韓
に
移

出
し
た
額
は
前
年
比
１１
・
０

％
増
の
１２
億
６
１
２
８
万

、
北
韓
か
ら
移
入
し
た
額

は
同
２０
・
３
％
増
の
１４
億
５

２
２
２
万

だ
っ
た
。
昨
年

分
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
南

北
交
易
の
累
計
額
は
２
４
５

億
２
８
３
万

と
な
っ
た
。

南
北
交
易
の
規
模
は
開
城

工
業
団
地
が
本
格
的
に
稼
働

し
た
２
０
０
５
年
に
年
間
１０

億

を
超
え
、
１２
年
に
は
１９

億
７
６
２
１
万

と
２０
億

に
迫
っ
た
。
し
か
し
、
１３
年

は
南
北
関
係
の
悪
化
に
伴
う

開
城
工
団
の
操
業
中
断
で
、

交
易
額
は
１１
億
４
８
９
１
万

に
落
ち
込
ん
だ
。そ
の
後
、

開
城
工
団
の
操
業
正
常
化
で

再
び
活
気
を
取
り
戻
し
、
１４

年
に
初
め
て
２０
億

を
超
え

た
。

北
核
解
決
を
最
優
先

外
交
・
国
防
・
統
一

新
年
度
計
画
報
告

「
統
一
準
備
」着
実
に

「中国の協力がカギ」

北核に効果的対応促す

民
団

早
期
法
制
化
へ
拍
車
を

韓
国
住
民
登
録
取
得
者
は

「
不
在
者
申
告
」必
要

２
月
１３
日
締
め
切
り

離
散
家
族
実
態
調
査
へ

統
一
部

登
録
生
存
者
６
万
５
千
人

人

権

擁
護
委

各
地
で
要
望
活
動
を
強
化

大
阪
市
で
全
国
初
の
条
例
制
定

ヘイトＳ抑止効果期待
（毎週水曜日発行）週 刊２０１６年１月２７日（水曜日）

在外選挙参加

民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２８３０号（１）

次
号
は
２
月
１０
日
付

今号の読みどころ



◆漢陽大生らべトナムで医療奉仕

今月初め、漢陽大学の教授、卒業

生、在校生からなる奉仕団「ハムケ

ハンデ」（一緒に

進もう）はベトナ

ムで無料診療を実

施した 写真。場

所はホーチミン市

から北東５８０ の

タイビン村。農作業を休んだ住民約

３００人が朝から並んだ。同村は、ベ

トナム戦争当時、韓国軍とべトコン

が激しい戦闘を繰り広げたところ。

患者のなかには家族を失った人もい

るが、診察後は「韓国ありがとう」

と感謝した。

◆陸士が敬礼時の呼号変更を検討

陸軍士官学校（陸士）が今年の開

校７０周年にあわせ、学生が挙手の敬

礼をする際の呼号を「忠誠」から「統

一」に戻す案を検討中だ。開校以来

「統一」だったのを「忠誠」に変え

たのは２００３年の盧武鉉政権時代。同

校校長は「陸士が統一に重要な役割

を担うのは時代的使命」と呼号変更

の意義について語っている。

◆クラシック専用ホール８月開館

ソウル市松坡区のロッテワールド

モールに、クラシック音楽専用の公

演会場「ロッ

テ・コンサー

トホール」

写真 が８月

１８日オープン

する。客席が

舞台を囲む構

造で、２０３６席規模。サントリーホー

ルなどを手がけた永田音響が設計し

た。１２月まで記念フェスティバルが

開かれる。

◆城東区トゥクソムに５つ星ホテル

ソウル城東区のトゥクソムに４７階

建ての５つ星級ホテル（１１０７室）が

来月、着工される。完成は２０１９年１２

月予定。ここはかつて工場地帯で、

競馬場などがあったが、近年、大規

模な住宅団地や商店街が建設され都

市化が進み、 高級マンションも登

場している。

◆ＰＳＹの「ＤＡＤＤＹ」再生１億回超

歌手ＰＳＹ（サイ）の「ＤＡＤＤ

Ｙ」ミュージックビデオ 写真 が

人気だ。ユー

チューブの再

生回数が今月

１９日現在で１

億４８８８万回に

達している。

「江南スタイ

ル」「ジェントルマン」「ハングオー

バー」に続いて４曲連続の記録とな

った。「江南スタイル」は２５億回を

数えている。

◆３月から高速道路に覆面パトカー

警察庁は３月から、高速道路に覆

面パトカーを導入し、まず京釜高速

道路で試験的に取り締まりを実施す

る。続いてソウル外郭循環、嶺東、

西海岸の各高速道路に拡大し、年内

に全国１１カ所の高速道路パトロール

隊に１～２台ずつ配置する。同庁は、

迷惑運転や危険運転をするドライバ

ーへの心理的抑止効果が大きいと説

明している。

◆５万ウォ
ン 札の発行６年で２倍に

韓国銀行が昨年発行

した５万 札 写真

は２０兆５７０２億 だっ

た。初めて発行された

２００９年の発行額は１０兆

。この６年間で２倍

に増えた。同一紙幣で

２０兆 を超えたのは初

めて。

◆地下鉄駅出入口１０メー
トルは禁煙

ソウル市内を走る地下鉄すべての

駅を対象に、地上出入口の周囲１０

地域が４月から禁煙になる。また、

太平路（光化門～ソウル駅）も全面

禁煙になる。違反した場合の過料は

５万～１０万 。

日
本
の
外
食
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
焼
肉
店
。
そ
の
焼
肉
業
界
の
企
業

が
集
ま
る
展
示
会
「
～
ミ
ー
ト
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
～
焼
肉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１

６
」
が
２０
、
２１
の
両
日
、
東
京
・
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
今
や
焼
肉
店
は
過
去
と
は
異
な
り
、
若
者
を
中
心
に
幅
広
い
世
代
に
親
し

ま
れ
、
外
国
人
観
光
客
に
も
人
気
を
得
て
い
る
日
本
の
代
表
的
な
外
食
に
発
展
。
素

材
に
対
す
る
高
級
志
向
も
高
ま
り
、
高
付
加
価
値
商
品
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
実
行
委
員
会
と
日
本
食

糧
新
聞
社
が
共
催
、
全
国
焼

肉
協
会
（
Ｊ
Ｙ
）
が
特
別
協

力
し
、
農
林
水
産
省
が
後
援

し
た
。
０９
年
に
初
開
催
し
て

以
来
、
東
京
で
８
回
目
、
大

阪
は
５
回
目
。

食
肉
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ム

チ
、
惣
菜
、
タ
レ
、
調
味
料

を
は
じ
め
マ
ッ
コ
リ
、
ワ
イ

ン
、
焼
酎
な
ど
の
ア
ル
コ
ー

ル
類
や
無
煙
ロ
ー
ス
タ
ー
、

専
用
ダ
ス
ト
、
調
理
器
具
、

各
種
店
舗
設
備
な
ど
約
１
６

０
社
が
出
展
し
、

新
情
報

を
求
め
る
意
欲
は
強
く
、
会

場
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
約

１
万
９
０
０
０
人
の
業
界
人

で
ご
っ
た
返
し
た
。

食
肉
で
は
ブ
ラ
ン
ド
と
呼

ば
れ
る
鹿
児
島
、
神
戸
、
米

沢
を
は
じ
め
、
栃
木
、
福
島
、

北
海
道
な
ど
、各
地
の
牛
・
豚

を
は
じ
め
、
こ
こ
数
年
ブ
ー

ム
を
呼
ん
で
い
る
馬
肉
業
界

も
多
数
並
ん
だ
。
生
肉
だ
け

で
な
く
熟
成
肉
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
ブ
ー
ス
も
目
立
っ
た
。

肉
に
合
う
ワ
イ
ン
や
焼

酎
、
清
酒
な
ど
を
扱
う
リ
キ

ュ
ー
ル
業
界
に
あ
っ
て
、
近

年
売
り
上
げ
が
低
落
し
て
い

る
マ
ッ
コ
リ
で
目
を
ひ
い
た

の
が
「
純
日
本
産
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
オ
フ
ァ
ー
ド
（
静

岡
県
掛
川
市
）
の
「
掛
川
ま

っ
こ
り
」
。
在
日
３
世
の
南

貴
晴
代
表
は
「
構
想
か
ら
９

年
を
費
や
し
た
だ
け
に
思
い

入
れ
も
あ
る
」
と
自
信
を
の

ぞ
か
せ
た
。

父
が
営
ん
で
い
た
塗
装
業

を
鞍
替
え
し
て
の
挑
戦
で
、

本
物
の
マ
ッ
コ
リ
づ
く
り
の

た
め
、
社
員
を
韓
国
に
送
り

込
み
、
伝
統
酒
専
門
学
院
な

ど
で
３
年
間
修
行
さ
せ
た
。

韓
国
伝
統
酒
の
巨
匠
と
も
呼

ば
れ
、
韓
国
農
林
水
産
食
品

部
傘
下
の
国
立
農
業
科
学
院

教
授
か
ら
も
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
。

「
様
々
な
米
で
試
作
し
た

結
果
、
愛
知
県
産
を
選
択
、

自
身
が
め
ざ
す
『
フ
ル
ー
テ

ィ
ー
で
さ
わ
や
か
な
酸
味
の

あ
る
逸
品
』
づ
く
り
に
達
し

た
」
と
誇
る
。

日
本
産
野
菜
で
漬
け
た
無

限
物
産
（
大
阪
生
野
区
）
は

こ
だ
わ
り
の
キ
ム
チ
の
他
、

お
客
の
要
望
に
応
じ
て
山
芋

や
セ
ロ
リ
な
ど
、
指
定
さ
れ

た
材
料
で
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ム
チ
を
宣
伝
し
た
。

特
設
会
場
で
は
金
信
彦
氏

（
ト
ラ
ジ
社
長
）
に
よ
る
成

功
ま
で
の
秘
話
を
語
る
特
別

講
演
を
は
じ
め
、
加
治
幸
夫

氏
（
物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
長
）
の
「
焼
肉
店
に
求

め
ら
れ
る
雇
用
環
境
整
備
」、

船
井
総
研
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
「
高
収
益
肉
バ
ル
業

態
」
「
焼
肉
店
の
新
採
用
戦

略
」
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
も
行

わ
れ
た
。

全
国
焼
肉
協
会
の
新
井
泰

道
名
誉
会
長（
叙
々
苑
代
表
）

と
山
口
悟
会
長
（
な
べ
し
ま

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
）

は
「
同
フ
ェ
ア
は
焼
肉
業
界

の
活
力
の
創
造
に
向
け
た
新

食
材
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
繁

盛
店
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
提
案
な
ど
、
焼
肉

業
界
関
係
者
へ
の
貴
重
な
情

報
発
信
の
場
と
な
っ
て
い

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

同
フ
ェ
ア
は
２
月
２
、
３

の
両
日
、
大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ

ホ
ー
ル
で
も
開
催
さ
れ
る
。

現
代
自
動
車
は
昨
年
ド
イ

ツ
で
、
主
要
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
中
で

高
の
成
長
率
を

記
録
し
、
歴
代

多
販
売
量

を
達
成
し
た
。

「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ゲ
ー
ト
」

以
降
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
低

下
に
よ
る
反
射
利
益
を
得
た

と
言
わ
れ
る
。

ド
イ
ツ
自
動
車
工
業
協
会

の
１５
日
発
表
に
よ
る
と
現
代

自
動
車
は
昨
年
、
ド
イ
ツ
で

前
年
比
８
・
６
％
増
の
１０
万

８
４
３
４
台
を
販
売
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
歴
代

多
販
売

記
録
は
、
１３
年
の
１０
万
１
５

２
２
台
だ
っ
た
。

起
亜
自
動
車
も
昨
年
、
ド

イ
ツ
市
場
で
前
年
同
期
比
で

４
・
０
％
成
長
し
て
５
万
５

６
８
９
台
を
販
売
し
、
過
去

多
を
記
録
し
た
。
現
代
と

起
亜
を
合
わ
せ
た
昨
年
の
総

販
売
台
数
は
１６
万
４
１
２
３

台
、
ド
イ
ツ
の
輸
入
車
市
場

２
位
だ
。
１
位
の
シ
ュ
コ
ダ

（
チ
ェ
コ
。
１７
万
９
９
５
１

台
）
と
は
１
万
５
０
０
０
台

差
と
迫
っ
た
。
ま
た
、
現
代

自
動
車
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

実
績
成
長
は
、
現
地
戦
略
車

種
の
「
ｉ
３０
」

写
真

と

「
ｉ
１０
」
が
牽
引
し
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ゲ
ー
ト
の
主

犯
で
あ
る
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー

ゲ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
主
要

ド
イ
ツ
メ
ー
カ
ー
は
、
現
代

自
動
車
の
半
分
ほ
ど
の
成
長

率
に
落
ち
込
ん
だ
。
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
昨
年
の
販

売
数
は
６８
万
５
６
６
９
台
で

前
年
比
で
成
長
率
は
４
・
４

％
。
市
場
全
体
の
平
均
成
長

率
５
・
６
％
よ
り
も
低
水
準

だ
っ
た
。

同
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
ア

ウ
デ
ィ
も
、
２６
万
９
０
４
７

台
で
３
・
７
％
の
増
加
に
と

ど
ま
っ
た
。
２８
万
６
８
８
３

台
を
販
売
し
た
ベ
ン
ツ
は
５

・
３
％
の
成
長
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は

２４
万
８
２
５
３
台
で
４
・
３

％
増
だ
っ
た
。

現
代
自
動
車
の
関
係
者

は
、
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ゲ
ー
ト

と
い
う
追
い
風
も
あ
る
が
、

品
質
向
上
を
さ
ら
に
高
め
、

ド
イ
ツ
市
場
で
の
シ
ェ
ア
を

高
め
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

昨
年
１２
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

高
権
威
の
自
動
車
専
門
誌
で

あ
る
独「
ア
ウ
ト
・
ビ
ル
ト
」

の「
２
０
１
５
年
品
質
調
査
」

で
起
亜
自
動
車
は
１
位
、
現

代
自
動
車
は
３
位
と
気
を
吐

い
た
。

ま
た
昨
年
、
現
代
自
動
車

は
ド
イ
ツ
市
場
で
ア
ジ
ア
各

メ
ー
カ
ー
の
販
売
台
数
で
１

位
を
記
録
し
た
。
１１
年
に
ラ

イ
バ
ル
の
ト
ヨ
タ
を
抜
い
た

後
、
５
年
連
続
で
首
位
を
守

っ
て
い
る
。
現
代
自
動
車
を

除
く
ア
ジ
ア
の
各
メ
ー
カ
ー

の
個
別
販
売
台
数
は
い
ず
れ

も
１０
万
台
を
か
な
り
下
回
っ

た
。

若
者
に
人
気
の
プ
ル
コ
ギ

上

。
在
日
３
世
が
開
発
し

た
「
掛
川
ま
っ
こ
り
」
右

低
価
格
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ

Ｃ
）
の
利
用
者
が
急
増
し
て

い
る
。
国
土
交
通
部
の
発
表

に
よ
る
と
昨
年
の
年
間
ベ
ー

ス
で
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
国
内
線
旅
客

輸
送
分
担
率
（
シ
ェ
ア
）
が

５１
・
２
％
を
記
録
し
、
航
空

大
手
の
大
韓
航
空
と
ア
シ
ア

ナ
航
空
の
合
計
を
追
い
抜
い

た
。Ｌ

Ｃ
Ｃ
５
社
の
昨
年
の
国

内
線
輸
送
客
数
は
前
年
比
１

７
２
万
１
０
０
０
人
増
加
し

１
２
４
８
万
９
０
０
０
人
を

記
録
し
た
。
こ
れ
は
前
年
比

１６
％
増
。一
方
、大
手
の
大
韓

航
空
は
６
６
６
万
３
０
０
０

人
（
前
年
比
２９
万
７
０
０
０

人
減
）で
シ
ェ
ア
２７
・
３
％
、

ア
シ
ア
ナ
航
空
は
５
２
１
万

８
０
０
０
人
で
（
前
年
比
６０

万
２
０
０
０
人
増
）
で
シ
ェ

ア
は
２１
・
４
％
と
な
っ
た
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
５
社
の
中
で

も

高
い
１３
・
９
％
の
シ
ェ
ア
を

記
録
し
た
チ
ェ
ジ
ュ
航
空
、

次
い
で
エ
ア
プ
サ
ン
、
ジ
ン

エ
ア
ー
、イ
ー
ス
タ
ー
航
空
、

テ
ィ
ー
ウ
ェ
イ
航
空
の
順
で

い
ず
れ
も
２
０
０
万
人
を
超

え
た
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
営
業
利
益
率

は
、
１２
年
ま
で
は
「
慢
性
赤

字
」状
態
が
続
い
て
い
た
が
、

こ
こ
２
～
３
年
で
１
８
０
度

変
化
し
、
各
便
と
も
満
席
に

近
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
大
手
航
空
会
社
の
国

内
線
搭
乗
率
は
７７
％
だ
が
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
８７
％
を
誇
っ
て
い

る
。こ

の
背
景
に
は
経
済
不
況

が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
済
専
門

家
た
ち
は
「
消
費
欲
求
を
発

散
し
よ
う
と
す
る
欲
望
と
現

実
的
な
経
済
の
制
約
が
か
み

合
っ
て
、
『
小
さ
な
贅
沢
』

現
象
が
起
き
て
い
る
」
と
分

析
。緻

密
に
計
算
さ
れ
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
も
Ｌ
Ｃ
Ｃ

へ
の
関
心
を
高
め
た
。

近

話
題
に
な
っ
た
「
超
低
格
安

航
空
券
」
の
正
体
は
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
や
原
価
構
造
戦
略

の
代
表
的
な
産
物
だ
。

今
月
１３
日
、
国
内

大
の

Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
あ
る
チ
ェ
ジ
ュ
航

空
が
ソ
ウ
ル
～
済
州
を

大

９８
％
引
き
の
７
０
０
０

、

日
本
、
中
国
へ
の
国
際
線
も

３
万
３
９
０
０

と
い
う
超

格
安
料
金
で
販
売
開
始
す
る

や
、
こ
れ
を
買
お
う
と
瞬
時

に
ア
ク
セ
ス
、
２１
万
人
が
殺

到
し
同
社
の
サ
ー
バ
ー
が
麻

痺
す
る
事
態
が
起
き
た
。

た
だ

近
、
機
体
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
が
相
次
ぎ
、
利
用

者
か
ら
不
安
と
不
満
の
声
も

高
ま
っ
て
い
る
。

対
馬
へ
の
韓
国
人

観
光
客
過
去
最
多

昨
年
２１
万
３
千
人

昨
年
、
長
崎
県
対
馬
市
を

訪
れ
た
韓
国
人
観
光
客
が
２１

万
３
６
７
６
人
に
上
り
、
こ

れ
ま
で
で

多
と
な
っ
た
こ

と
が
、
同
市
の
ま
と
め
で
分

か
っ
た
。
韓
日
関
係
は
冷
え

込
ん
で
も
、
朝
鮮
通
信
使
の

縁
地
で
も
あ
り
、
韓
国
に
と

っ
て
「
も
っ
と
も
近
い
外
国

・
対
馬
」
を
印
象
づ
け
た
。

市
に
よ
る
と
昨
年
は
前
年

の
１９
万
４
０
３
２
人
か
ら
、

約
２
万
人
近
く
増
え
た
。
月

別
で
は
８
月
が
２
万
３
２
３

４
人
で

も
多
く
、
５
月
、

１０
月
、
１１
月
が
２
万
人
台
。

対
馬
と
釜
山
の
距
離
は
約
５０

。
９９
年
に
航
路
が
開
設
さ

れ
、
現
在
、
韓
日
の
３
社
が
、

釜
山
～
厳
原
港
、
釜
山
～
比

田
勝
港
間
で
１
日
１
～
３
往

復
運
航
し
て
い
る
。

韓
国
人
観
光
客
は
１
泊
２

日
や
日
帰
り
の
旅
が
多
く
、

登
山
、
釣
り
、
観
光
地
、
寺

社
巡
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

る
。ギ

フ
ト
シ
ョ
ー

韓
国
３５
社
出
展

２
月
３
日
か
ら
東
京
で

第
８１
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ

ー
春
２
０
１
６
（
ビ
ジ
ネ
ス

ガ
イ
ド
社
／
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー

事
務
局
主
催
）
が
２
月
３
日

か
ら
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
。

韓
国
を
は
じ
め
、
米
国
、

中
国
、
１３
カ
国
の
駐
日
大
使

館
も
後
援
。
日
本
を
は
じ
め

海
外
も
含
め
約
２
４
０
０
社

が
出
展
す
る
。
韓
国
か
ら
は

３５
社
が
ブ
ー
ス
を
出
す
。
い

ず
れ
も
消
費
財
関
連
業
界
の

メ
ー
カ
ー
・
輸
入
商
社
・
海

外
メ
ー
カ
ー
。

新
製
品
を
主
体
に
豊
富

さ
、
多
彩
さ
、
ユ
ニ
ー
ク
さ

は
、
市
場
と
流
通
を
リ
ー
ド

す
る
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
と
な

っ
て
お
り
、
期
間
中
は
約
２０

万
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い

る
。
入
場
料
は
無
料
（
た
だ

し
事
前
登
録
制
）。

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
（
韓
国
鉄
道
公
社
）
の
韓
国

版
新
幹
線
「
Ｋ
Ｔ
Ｘ
」
の
旧
正
月
（
今
年
は
２

月
８
日
）
連
休
列
車
の
前
売
り
予
約
が
１９
日
に

ネ
ッ
ト
お
よ
び
駅
窓
口
を
通
じ
て
始
ま
る
と
、

徹
夜
組
を
含
め
長
蛇
の
列
と
な
っ
た

写
真
。

１９
日
が
京
釜
、
慶
全
、
京
義
、
忠
北
、
東
海
な

ど
の
路
線
、
２０
日
は
湖
南
、
全
羅
、
長
項
、
嶺

東
、
京
春
な
ど
の
路
線
が
前
売
予
約
を
開
始
し

た
。
２
日
間
で
全
１
９
１
万
席
中
、
１
１
５
万

席
が
売
れ
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｘ
前
売
に
長
蛇
の
列

沖
縄
で
初
の
積
雪
が
観
測

さ
れ
る
な
ど
歴
史
的
な
大
寒

波
の
襲
来
は
韓
国
に
も
影
響

が
出
た
。
特
に
「
韓
国
の
ハ

ワ
イ
」
と
も
呼
ば
れ
る
済
州

道
に
強
風
を
と
も
な
っ
た
３２

年
ぶ
り
の
記
録
的
な
大
雪
が

襲
い
、
済
州
国
際
空
港
で
は

２３
日
夜
か
ら
３
日
間
、
滑
走

路
が
閉
鎖
さ
れ
、
約
８
０
０

便
が
欠
航
、
観
光
客
な
ど
約

６
万
人
が
足
止
め
さ
れ
た
。

済
州
道
に
出
さ
れ
て
い
た

大
雪
警
報
は
２５
日
正
午
ま

で
、
強
風
警
報
は
同
日
午
後

３
時
ま
で
継
続
し
、
航
空
機

の
運
航
統
制
が
延
長
さ
れ

た
。
同
日
午
後
に
天
候
が
回

復
し
、運
航
が
再
開
さ
れ
た
。

運
航
再
開
当
初
は
、
１０
分
に

１
機
の
割
合
で
航
空
機
が
離

着
陸
し
た
。

国
土
交
通
部
は
、
運
航
再

開
後
す
ぐ
に
定
期
便
と
臨
時

便
を
増
便
で
き
る
よ
う
緊
急

の
輸
送
対
策
を
講
じ
た
。
ま

た
、
足
止
め
さ
れ
て
い
る
乗

客
ら
に
飲
料
水
や
パ
ン
、
毛

布
な
ど
を
提
供
し
た
。

雪
は
２３
日
午
前
か
ら
強
ま

っ
た
。
こ
の
日
午
後
８
時
ご

ろ
、
済
州
市
内
は

大
１２

を
記
録
。
８４
年
１
月
（
１３
・

９

）
以
来
３２
年
ぶ
り
の
積

雪
量
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
気

象
観
測
以
来
、
歴
代
３
番

目
。

記録的な大雪の影響で閉鎖された済州空港

韓
国
ボ
ブ
ス
レ
ー
代
表
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
で
史

上
初
め
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
。
こ
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
の
は
ウ
ォ
ン
・
ユ
ン
ジ

ョ
ン
（
３１
、
江
原
道
庁
）
と

ソ
・
ヨ
ン
ウ
（
２５
、
京
畿
道

Ｂ
Ｓ
競
技
連
盟
）
の
２
人

写
真
（
中
央
は
故
ロ
イ
ド
コ

ー
チ
の
夫
人
）。

２３
日
に
カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ
ス

ラ
ー
で
開
か
れ
た
国
際
ボ
ブ

ス
レ
ー
ス
ケ
ル
ト
ン
連
盟

（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ｆ
）
１５
―
１６
シ
ー

ズ
ン
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
第
５

戦
で
、
１
分
４３
秒
４１
の
記
録

で
、金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

ア
ジ
ア
勢
と
し
て
も
初
め

て
。
ス
イ
ス
チ
ー
ム
が
１
位

タ
イ
で
、
ロ
シ
ア
が
３
位
と

な
っ
た
。
両
選
手
は
２
年
後

の
２
０
１
８
年
平
昌
冬
季
五

輪
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
ざ

し
て
い
る
。

ＳＢＪ銀行調べ
（１月２６日現在）

１万円

１０，４４４
ウォン

９８，３５８
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０，２９２
ウォン

９９，８７９
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

独で快走 現代・起亜 繁
盛
店
へ
新
商
品
に
注
目

東
京
で
焼
肉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

昨
年
販
売
数
１６
万
４
千
台

２
日
間
に
１
万
９
千
人
集
客

旧正月 思いは故郷

急
成
長
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ

大
手
の
大
韓
・
ア
シ
ア
ナ
抜
く

済
州
に
３２
年
ぶ
り
大
雪

空
港
閉
鎖
で
６
万
人
足
止
め

韓
国
チ
ー
ム
初
優
勝

ボ
ブ
ス
レ
ー
Ｗ
杯
第
５
戦

（２）２０１６年１月２７日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８３０号



第２０代国会議員選挙

韓
国
の
第
２０
代
国
会
議
員
選
挙
へ
の
投
票
参
加
の
た
め
の
在
外
選
挙
人

登
録
申
請
お
よ
び
国
外
不
在
者
申
告
の
締
め
切
り
（
２
月
１３
日
）
が
迫
っ

て
い
る
。
対
象
者
は
、
満
１９
歳
以
上
（
１
９
９
７
年
４
月
１４
日
以
前
の
出

生
者
）
の
韓
国
国
民
。
国
会
議
員
在
外
選
挙
は
、
２
０
１
２
年
４
月
の
第

１９
代
国
会
議
員
選
挙
に
次
い
で
２
回
目
。
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
回
か
ら
は
管
轄
公
館
（
大
使
館
、
総
領
事
館
）
直
接
訪
問
の
ほ
か
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
郵
便
お
よ
び
郵
便
で
の
登
録
申
請
・
申
告
も
可

能
と
な
っ
た
。
一
人
で
も
多
く
の
在
日
同
胞
が
、
国
政
へ
の
関
心
を
さ
ら

に
高
め
、
貴
重
な
国
政
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
の
選
挙
人
登
録
を
速
や

か
に
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
昨
年
末
の
公
職
選
挙
法
一
部
改
正
に
よ
り
、
第
１８
代
大
統
領
選

挙
（
１２
年
１２
月
）
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
在
外
選
挙
人

は
、
今
度
の
国
会
議
員
選
挙
に
際
し
て
登
録
申
請
を
し
な
く
て
も
、
名
簿

に
登
載
さ
れ
、
投
票
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
に
国
内
に
住
民

登
録
を
開
設
し
た
り
、
国
内
居
所
申
告
を
し
た
人
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら

は
在
外
選
挙
人
名
簿
で
は
な
く
、
国
内
居
住
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
、
国
内
居
住
地
で
は
な
く
日
本
な
ど
の
在
外
公
館
（
ま

た
は
代
替
施
設
）
で
投
票
す
る
に
は
、
国
外
不
在
者
申
告
が
必
要
だ
。

韓
国
の
国
会
議
員
選
挙
制

度
は
、
「
小
選
挙
区
比
例
代

表
並
立
制
」
。
地
域
区
は
１

選
挙
区
か
ら
１
人
の
代
表
を

選
出
す
る
小
選
挙
区
制
で
、

比
例
代
表
は
全
国
１
区
で
政

党
を
選
択
す
る
。
有
権
者
は

地
域
区
で
は
候
補
者
に
、
比

例
代
表
で
は
政
党
に
、
そ
れ

ぞ
れ
投
票
す
る
２
票
制
を
採

用
。在

外
選
挙
人
は
、
永
住
権

者
な
ど
、
住
民
登
録
と
国
内

居
所
が
申
告
さ
れ
て
い
な
い

１９
歳
以
上
の
国
民
。
在
外
選

挙
人
登
録
申
請
を
行
う
こ
と

で
、
政
党
へ
の
投
票
と
な
る

比
例
代
表
国
会
議
員
選
挙
に

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
外
不
在
者
は
、
住
民
登

録
や
国
内
居
所
申
告
が
さ
れ

て
い
る
１９
歳
以
上
の
国
民

で
、
外
国
で
投
票
し
よ
う
と

す
る
人
。
た
と
え
ば
企
業
・

商
社
の
駐
在
員
、
留
学
生
、

旅
行
者
な
ど
。
地
域
区
と
比

例
代
表
に
そ
れ
ぞ
れ
１
票
ず

つ
投
票
可
能
。
投
票
す
る
に

は
国
外
不
在
者
申
告
が
必

要
。

管
轄
公
館
で
の
申
請
・
申

告
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日

・
公
休
日
は
休
館
）
。
た
だ
し

終
日
の
２
月
１３
日（
土
）は

開
館
し
て
受
け
付
け
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
提
出
（
中
央
選
挙
管
理

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:

//ok.nec.go.k
r

ま
た
は//ova.nec.go.k

r

）
や
電
子
メ
ー
ル
（ovja

pan@
m

ofa.go.kr

）
と

管
轄
公
館
へ
の
郵
送
は
常
時

受
け
付
け
。

な
お
、
投
票
は
３
月
３０
日

か
ら
４
月
４
日
ま
で
の
６
日

間
に
管
轄
公
館
で
設
置
す
る

各
地
の
投
票
所
で
行
う
。
在

外
選
挙
投
票
用
紙
は
国
内
投

票
（
４
月
１３
日
）
終
了
後
に

同
時
開
票
さ
れ
る
。

民
主
政
治
に
お
い
て
は
、

国
民
が
選
挙
（
投
票
）
を
通

じ
て
自
分
た
ち
の
代
表
者
を

選
出
、
議
会
に
送
り
、
間
接

的
に
自
分
の
意
見
や
利
益
を

政
策
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う

手
続
き
が
制
度
的
に
保
障
さ

れ
て
い
る
。

韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
自

由
民
主
主
義
諸
国
は
議
会
主

義
に
よ
る
間
接
民
主
主
義

（
代
議
制
民
主
主
義
）
を
と

っ
て
お
り
、
国
民
の

も
基

本
的
な
政
治
参
加
は
国
民
の

代
表
者
を
選
出
す
る
自
由
・

普
通
・
平
等
・
秘
密
選
挙
で

の
投
票
参
加
と
な
っ
て
い

る
。国

民
の
参
政
権
は
、
選
挙

権
に
限
ら
れ
な
い
が
、
選
挙

に
よ
る
政
治
参
加
は

も
基

本
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

意
義
は
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。

民
主
政
治
は
民
意
に
基
づ

く
政
治
で
あ
る
以
上
、
有
権

者
が
積
極
的
に
政
治
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
に

機
能
す
る
。
「
明
日
の
天
気

は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
明
日

の
政
治
は
変
え
ら
れ
る
」

民
主
制
は
選
挙
を
基
礎
に
し

て
お
り
、
一
票
の
積
み
重
ね

で
政
治
を
動
か
す
こ
と
も
可

能
だ
。

選
挙
の
時
に
棄
権
す
る
の

は
、
債
権
を
持
っ
て
い
て
も

請
求
し
な
い
の
と
同
じ
く
、

権
利
の
上
に
眠
る
行
為
だ
と

さ
れ
る
。
選
挙
は
投
票
し
た

人
だ
け
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、

候
補
者
や
政
党
、
さ
ら
に
今

の
政
治
に
つ
い
て
言
い
た
い

こ
と
が
あ
る
人
の
意
見
も
、

投
票
に
行
か
な
か
っ
た
ら
、

ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
な
い
。

韓
国
の
国
政
お
よ
び
北
韓

の
動
向
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
い
関
心
を
も
つ
と
同
時

に
、
韓
国
の
政
治
発
展
と
南

北
の
平
和
安
定
・
民
主
的
統

一
推
進
の
た
め
に
、
４
月
の

第
２０
代
国
会
議
員
選
挙
に
積

極
的
に
参
加
し
、
一
票
を
投

じ
る
こ
と
の
意
味
に
は
大
き

な
も
の
が
あ
る
。

地
域
区
区
割
り

ま
だ
確
定
せ
ず

韓
国
で
は
８７
年
の
民
主
化

以
降
、
第
６
共
和
国
で
の
国

会
議
員
選
挙
で
は
「
小
選
挙

区
比
例
代
表
並
立
制
」
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
と
は
、
小

選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選

挙
の
両
方
を
並
行
し
て
行
う

選
挙
制
度
。

比
例
代
表
部
分
は
、
政
党

に
投
じ
ら
れ
た
得
票
に
応
じ

て
配
分
さ
れ
、
政
党
が
あ
ら

か
じ
め
作
成
し
た
候
補
者
名

簿
の
上
位
に
あ
る
も
の
か
ら

当
選
と
な
る
。
小
選
挙
区
と

比
例
代
表
で
の
重
複
立
候
補

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

獲
得
票
が
３
％
未
満
の
政

党
、
も
し
く
は
地
域
区
の
獲

得
議
席
が
５
議
席
未
満
の
政

党
は
比
例
代
表
に
お
け
る
議

席
配
分
の
対
象
外
と
な
る
。

国
会
議
員
の
任
期
は
４
年

で
、
任
期
途
中
の
解
散
総
選

挙
は
な
い
。

ち
な
み
に
前
回
の
第
１９
代

国
会
議
員
選
挙
の
時
の
議
員

定
数
は
３
０
０
で
、
地
域
区

２
４
６
、
比
例
代
表
５４
だ
っ

た
。憲

法
裁
判
所
は
０４
年
１０

月
、
人
口
が

も
多
い
選
挙

区
と

も
少
な
い
選
挙
区
と

の
間
で
１
票
の
格
差
が
３
倍

に
達
し
て
い
る
国
会
議
員
選

挙
区
に
つ
い
て
「
憲
法
に
合

致
し
な
い
」
と
の
決
定
を
下

し
、
第
２０
代
国
会
議
員
選
挙

に
合
わ
せ
て
、
昨
年
１２
月
３１

日
ま
で
に
格
差
２
倍
を
適
用

し
て
選
挙
区
の
区
割
り
を
や

り
直
す
よ
う
国
会
に
要
求
し

た
。
だ
が
、
１
月
２６
日
現
在
、

国
会
で
選
挙
区
が
画
定
さ
れ

て
い
な
い
。

民団中央本部・東京本部合同新年会でも選挙管理委員会が
在外選挙人登録申請・国外不在者申告案内キャンペーン

在
日
同
胞
に
と
っ
て
国
会

議
員
選
挙
の
在
外
投
票
は
第

１９
代
総
選
挙
に
続
き
今
回
が

２
回
目
だ
が
、
有
権
者
の
資

格
は
選
挙
時
１９
歳
以
上
で
あ

り
、
当
時
１８
歳
で
現
在
２２
歳

以
下
の
人
は
初
め
て
の
選
挙

参
加
と
な
る
。
在
外
選
挙
人

登
録
を
す
ま
せ
た
若
者
た
ち

の
声
を
聞
い
た
。

◇

「
父
が
前
回
投
票
す
る
姿

が
焼
き
付
い
て
い
る
。
在
日

に
は
選
挙
権
は
一
生
も
ら
え

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

私
も
投
票
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
登
録
す
る
。
１
票

を
大
事
に
し
た
い
」
（
１９
・

女
性
、
愛
知
）

「
選
挙
権
の
あ
る
こ
と
は

父
か
ら
聞
か
さ
れ
る
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
。
韓
国
の
こ
と

を
勉
強
し
て
投
票
し
た
い
。

１
票
を
き
ち
ん
と
行
使
で
き

る
よ
う
、
韓
国
の
選
挙
制
度

や
政
党
に
つ
い
て
の
情
報
を

民
団
新
聞
で
積
極
的
に
提
供

し
て
ほ
し
い
」（
１９
・
女
性
、

宮
城
）

「
選
挙
権
に
つ
い
て
は
父

母
か
ら
聞
い
た
。
初
め
て
の

１
票
を
大
事
に
行
使
し
た

い
。
韓
国
に
は
年
に
１
回
は

訪
問
し
て
い
る
。
や
は
り
韓

日
関
係
が
重
要
だ
。
関
係
改

善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
選
挙

公
約
の
政
党
に
投
票
す
る
」

（
２０
・
女
性
、
埼
玉
）

「
国
政
選
挙
権
に
つ
い
て

近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。

韓
国
の
政
治
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も

投
票
し
た
い
。
投
票
ま
で
後

２
カ
月
余
り
あ
る
の
で
、
こ

の
機
会
に
韓
国
情
報
に
つ
い

て
関
心
を
も
っ
て
い
く
つ
も

り
」（
２０
・
男
性
、
神
奈
川
）

「
大
阪
の
同
胞
が
中
心
と

な
り
よ
う
や
く
違
憲
訴
訟
を

提
起
し
、
獲
得
し
た
選
挙
権

だ
と
聞
い
て
い
る
。
一
人
で

も
多
く
が
こ
の
機
会
を
大
切

に
し
、
本
国
の
政
治
に
対
し

て
積
極
的
に
在
日
の
立
場
か

ら
意
思
表
示
を
す
べ
き
だ
」

（
２１
・
男
性
、
大
阪
）

「
本
国
の
政
治
家
・
政
党

に
、
在
日
の
関
心
事
、
権
益

擁
護
、
地
位
向
上
問
題
に
も

っ
と
真
剣
に
対
処
す
る
よ
う

促
す
た
め
に
も
必
ず
投
票
す

る
」（
２１
・
男
性
、
兵
庫
）

「
貴
重
な
１
票
だ
。
投
票

の
基
準
と
し
て
、
韓
日
関
係

と
北
韓
の
核
実
験
な
ど
で
緊

張
の
解
け
な
い
南
北
関
係
に

つ
い
て
の
各
政
党
の
公
約
は

も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
言

動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た

い
」（
２２
・
男
性
、
東
京
）

「
選
挙
に
参
加
し
て
こ
そ

国
民
だ
。
在
日
は
、
投
票
に

い
か
な
け
れ
ば
、
本
国
の
政

治
家
ら
か
ら
ま
す
ま
す
無
視

さ
れ
る
。
特
に
日
本
と
の
関

係
を
重
視
し
て
態
度
表
明
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」（
２２

・
男
性
、
大
阪
）

「
前
回
の
選
挙
の
時
よ
り

登
録
が
容
易
に
な
り
、
投
票

所
も
大
使
館
管
轄
地
域
や
大

阪
総
領
事
館
管
轄
地
域
な
ど

で
は
増
や
す
と
い
う
。
登
録

お
よ
び
投
票
者
を
増
や
す
こ

と
で
、
も
っ
と
参
加
し
や
す

い
よ
う
制
度
が
改
善
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
友
人
に
も

登
録
・
投
票
を
勧
め
る
」（
２２

・
男
性
、
大
阪
）

在
外
国
民
が
、
韓
国
の
国

政
選
挙
に
対
し
て
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
０

１
２
年
４
月
の
第
１９
代
国
会

議
員
選
挙
か
ら
だ
っ
た
。

韓
国
憲
法
は
「
す
べ
て
の

国
民
は
法
律
が
決
め
る
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
持

つ
」
（
第
２４
条
）
と
う
た
っ

て
お
り
、
公
職
選
挙
法
第
１５

条
は
「
１９
歳
以
上
の
国
民
は

大
統
領
お
よ
び
国
会
議
員
の

選
挙
権
が
あ
る
」
と
規
定
し

て
い
る
。

だ
が
、
公
職
選
挙
法
は
、

選
挙
期
間
中
国
外
に
居
住
し

た
り
滞
在
す
る
有
権
者
が
実

際
に
選
挙
に
参
加
で
き
る
方

法
を
規
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
在
外
国
民
が
選
挙
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
公
職
選
挙
法

に
対
し
て
憲
法
裁
判
所
は
１

９
９
９
年
、
憲
法
訴
願
審
判

で
北
韓
住
民
や
総
連
系
在
日

同
胞
の
選
挙
介
入
の
可
能

性
、
選
挙
の
公
正
性
確
保
や

選
挙
技
術
上
の
困
難
、
在
外

国
民
の
納
税
・
兵
役
義
務
未

履
行
な
ど
を
理
由
に
合
憲
決

定
を
し
た
。

し
か
し
、
０７
年
６
月
に
は

憲
法
裁
判
所
が
、
１

在
外
国

民
登
録
制
度
、
国
内
居
所
申

告
制
度
や
旅
券
所
持
の
有
無

で
北
韓
住
民
や
総
連
系
在
日

同
胞
の
選
挙
権
行
使
制
限
が

可
能
２

選
挙
の
公
正
性
確
保

は
国
家
の
責
任
で
あ
り
、
そ

れ
を
選
挙
権
者
の
責
任
に
す

る
の
は
妥
当
で
な
い
３

選
挙

技
術
上
の
難
し
さ
は
選
挙
運

動
期
間
延
長
、
投
票
用
紙
現

地
印
刷
な
ど
の
代
案
可
能
４

選
挙
権
行
使
は
納
税
・
兵
役

義
務
履
行
に
対
す
る
反
対
給

付
で
な
い

こ
と
な
ど
を

理
由
に
「
憲
法
不
合
致
」
決

定
を
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
０９
年
２

月
、
国
会
は
、
韓
国
国
籍
を

有
す
る
１９
歳
以
上
の
在
外
国

民
に
大
統
領
選
挙
と
国
会
議

員
選
挙
の
投
票
権
を
付
与
す

る
公
職
選
挙
法
法
改
正
案

（
「
在
外
選
挙
に
関
す
る
特

例
」
の
章
新
設
）
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
在
外
国

民
の
念
願
だ
っ
た
在
外
選
挙

制
度
が
導
入
、
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

前
回
の
国
会
議
員
選
挙
時

の
在
外
選
挙
人
登
録
の
申
請

は
、
郵
送
で
は
で
き
ず
、
管

轄
公
館
を
直
接
訪
問
し
て
行

う
方
法
し
か
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
、
今
回
か
ら
は
、
管
轄

公
館
訪
問
の
ほ
か
に
在
外
選

挙
管
理
官
が
指
定
す
る
公
館

職
員
に
よ
る
公
館
外
巡
回
受

付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

子
郵
便
お
よ
び
郵
便
で
の
登

録
申
請
も
可
能
と
な
っ
た
。

各
地
の
民
団
支
部
で
は
郵
便
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
在

外
選
挙
人
登
録
申
請
や
国
外
不
在
者
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る

（
神
奈
川
・
川
崎
支
部
で
）

「
選
挙
人
」は
政
党
に
１
票

「
不
在
者
」は
地
域
区
候
補
に
も

在
外
投
票
、
４
年
前
か
ら

憲
法
裁
の
転
換
で
念
願
実
現

初
投
票
の
若
者
た
ち

対
日
政
策
な
ど
見
極
め
て

在外投票権 ぜひ行使を

選
挙
人
登
録
・
不
在
者
申
告
急
ご
う（
２
月
１３
日

締

切

）

「
大
切
に
使
う
」「
も
っ
と
情
報
を
」

第２８３０号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１６年１月２７日（水曜日）（３）
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民
団
新
年
会

�
�
�
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�
�

小
説
は
１
９
３
０
年
代
か

ら
１
９
５
０
年
代
半
ば
ご
ろ

の
韓
半
島
と
日
本
が
舞
台
。

自
ら
信
念
を
貫
い
て
生
き
よ

う
と
し
た
韓
国
の
若
者
た
ち

の
青
春
と
挫
折
が
、
史
実
を

も
と
に
て
い
ね
い
に
描
か
れ

て
い
る
。

韓
国
で
は
そ
れ
ま
で
語
る

こ
と
さ
え
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て

き
た
智
異
山
パ
ル
チ
ザ
ン
を

主
題
と
し
た
初
め
て
の
小
説

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
が
、
松
田
さ
ん

の
視
点
は
少
し
違
っ
た
。

た
と
え
ば
、
物
語
の
前
半

部
。
主
人
公
が
中
学
生
の
場

面
で
は
、
植
民
地
時
代
の
中

学
校
で
日
本
人
の
教
師
が
ど

の
よ
う
に
朝
鮮
人
の
学
生
と

接
し
て
い
た
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
朝
鮮
語
の
授

業
廃
止
や
創
氏
改
名
な
ど
で

悩
む
学
生
た
ち
の
様
子
も
、

当
時
を
生
き
た
作
者
の
目
線

で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
た
。

主
人
公
た
ち
が
京
都
に
留

学
す
る
場
面
で
は
、
差
別
事

件
に
ま
じ
っ
て
朝
鮮
人
学
生

と
日
本
人
学
生
の
恋
愛
や
、

民
主
主
義
の
世
の
中
を
め
ざ

す
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
友
情

も
松
田
さ
ん
の
胸
を
打
っ

た
。
「
日
本
に
暮
ら
す
私
た

ち
が
韓
国
の
歴
史
を
知
る
う

え
で
大
い
に
役
立
つ
」
と
確

信
し
た
と
い
う
。

松
田
さ
ん
は
９３
年
春
、
韓

国
語
と
韓
国
の
歴
史
を
学
ぶ

た
め
延
世
大
学
韓
国
語
学
堂

に
留
学
し
た
。
そ
の
際
に
知

り
合
っ
た
韓
国
人
学
生
の
愛

読
書
が『
智
異
山
』だ
っ
た
。

２
年
後
、
そ
の
学
生
の
結
婚

式
に
招
か
れ
て
訪
韓
す
る

と
、
「
日
本
で
紹
介
し
て
ほ

し
い
」
と
全
７
巻
を
託
さ
れ

た
。１

日
１
�
を
自
ら
の
ノ
ル

マ
と
課
し
、
コ
ツ
コ
ツ
取
り

組
ん
だ
。
１
日
で
１０
�
こ
な

す
と
き
も
あ
れ
ば
、
１
�
を

訳
す
の
に
１０
日
か
か
っ
た
こ

と
も
。
苦
労
し
た
の
は
、
ハ

ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
人
名
や

地
名
の
漢
字
を
読
み
解
く
こ

と
。
慶
尚
道
の
方
言
に
も
悩

ま
さ
れ
た
。

し
か
し
、
松
田
さ
ん
は
、

「
友
人
と
の
約
束
は
も
と
よ

り
、
差
別
へ
の
怒
り
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
た
」
と

振
り
返
っ
て
い
る
。

松
田
さ
ん
は
奈
良
教
育
大

学
３
回
生
の
と
き
、
第
２
次

大
戦
中
に
自
ら
の
意
思
に
反

し
て
朝
鮮
か
ら
連
れ
て
こ
ら

れ
、
天
理
市
の
旧
柳
本
飛
行

場
（
大
和
海
軍
航
空
隊
大
和

基
地
）
で
強
制
労
働
に
従
事

し
た
被
害
者
か
ら
証
言
を
聞

く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
内

容
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

松
田
さ
ん
は
思
わ
ず
フ
ロ

ア
か
ら
手
を
挙
げ
て
次
の
よ

う
に
発
言
し
た
。
「
自
分
は

将
来
、
教
員
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
も
し
、
な
れ

た
ら
、
今
日
の
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
。

「
日
本
語
を
話
せ
る
け
れ

ど
使
い
た
く
な
い
」
と
い
う

当
事
者
を
前
に
、
「
ほ
ん
と

う
な
ら
ば
韓
国
語
で
言
い
た

か
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
こ

と
が
韓
国
語
を
学
ぶ
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
９６
年
か
ら
県

内
の
小
学
校
に
勤
務
す
る

が
、
６
年
生
で
歴
史
を
教
え

る
と
き
、
「
柳
本
の
こ
と
は

必
ず
教
え
て
い
る
」。

翻
訳
本
は
上
下
２
巻
組

（
各
４
５
０
０
円
税
別
）。昨

年
夏
、
大
阪
市
の
東
方
出
版

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
題
字
は

松
田
さ
ん
が「
人
生
の
師
」と

仰
ぐ
新
井
英
一
さ
ん
。
松
田

さ
ん
は
「
植
民
地
時
代
に
日

本
は
朝
鮮
に
ど
ん
な
こ
と
を

し
た
の
か
。
嫌
韓
ム
ー
ド
が

は
び
こ
る
日
本
で
、
自
分
は

ど
の
よ
う
に
生
き
れ
ば
い
い

か
を
こ
の
本
は
教
え
て
く
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

【
奈
良
】
奈
良
県
の
小
学
校
教
員
、
松
田
暢
裕
さ
ん
（
４５
）
が
、
韓
国
社
会
で
い

ま
も
古
典
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
歴
史
大
河
小
説
『
智
異
山
』
（
李
炳
注
著
、

全
７
巻
）を
、
約
７
年
半
か
け
て
邦
訳
し
た
。
松
田
さ
ん
は
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、「
韓

国
と
日
本
で
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
う
え
で

の
一
助
に
な
れ
れ
ば
い
い
」
と
話
し
て
い
る
。
韓
国
文
学
翻
訳
院
の
助
成
を
受
け
て

昨
年
夏
、
よ
う
や
く
自
費
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

著書を手にする松田暢裕さん

【
京
都
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
靖
国
問
題
、
外
国
人
参

政
権
な
ど
、
「
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
た
ち
が
気
に
し
て
い

る
問
題
」
を
日
本
国
憲
法
と

い
う
視
点
か
ら
読
み
解
い
た

書
籍
が
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。
タ
イ
ト
ル
は
『
在
日
韓

国
人
京
大
生
が
教
え
る
、
憲

法
の
視
点
か
ら
の
日
韓
問

題
』
（
徐
東
輝
著
、
Ｔ
Ｏ
ブ

ッ
ク
ス
、
税
別
１
４
０
０

円
）。徐

さ
ん
（
２５
）
は
建
国
中

出
身
の
在
日
３
世
。
出
版
の

動
機
に
つ
い
て
、
「
韓
日
の

未
来
は
憲
法
に
ヒ
ン
ト
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
期
待
し

た
」「
両
国
を
め
ぐ
る
問
題
が

感
情
論
で
語
ら
れ
る
場
面
が

多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
韓

日
関
係
に
も
っ
と
明
る
い
光

が
差
す
よ
う
に
、
い
っ
た
ん

し
っ
か
り
と
冷
静
な
論
調
で

韓
日
関
係
を
説
明
す
る
本
を

執
筆
し
た
い
と
思
う
に
い
た

っ
た
」
と
話
す
。

取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
コ

ラ
ム
形
式
も
含
め
て
１０
本
。

な
か
で
も
、
「
い
ま
ま
さ
に

ひ
っ
ぱ
く
し
て
解
決
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
は
「
一
石
を
投
じ
た

か
っ
た
」
と
い
う
。
基
本
的

な
立
ち
位
置
は
、
「
現
行
法

で
対
処
で
き
る
こ
と
は
現
行

法
で
」
。
だ
か
ら
こ
そ
、
具

体
的
な
誹
謗
中
傷
を
行
っ
て

い
る
現
場
で
行
政
（
特
に
警

察
）
が
制
限
を
か
け
な
い
こ

と
に
は
、
「
あ
ま
り
に
も
寛

容
、
怠
慢
で
あ
る
」
と
問
題

視
し
て
い
る
。

「
日
本
と
韓
国
、
両
方
の

視
点
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
第
３

者
的
な
切
り
口
は
、
保
守
や

リ
ベ
ラ
ル
双
方
の
読
者
に
説

得
力
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
徐
さ
ん

の
も
と
に
は
「
日
韓
関
係
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
冷
静
な
語
り
口
で
非
常

に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
届
い
て
い
る

と
い
う
。
最
近
は
韓
日
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇

を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
京
都
大
学
法
科
大

学
院
３
年
次
。
若
者
の
投
票

率
向
上
を
め
ざ
す
学
生
組
織

ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
の
関
西
代
表
。

１５
年
５
月
に
は
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
イ
パ

ー
に
選
出
さ
れ
た
。

エ
ル
エ
ス
エ
イ
チ
ア
ジ
ア

奨
学
会（
谷
野
作
太
郎
会
長
、

事
務
局
�
東
京
都
千
代
田

区
）
が
発
足
し
て
か
ら
今
年

度
で
１５
年
目
に
入
る
。
過
去

１４
年
間
で
同
奨
学
金
を
受
給

し
た
語
学
留
学
生
は
、
ア
ジ

ア
１８
の
国
と
地
域
に
ま
た
が

り
、
総
数
７
３
９
人
を
数
え

た
。同

奨
学
会
は
Ｊ
Ｒ
山
手
線

新
大
久
保
駅
で
ホ
ー
ム
か
ら

転
落
し
た
見
知
ら
ぬ
日
本
人

を
救
助
し
よ
う
と
し
て
果
た

せ
ず
亡
く
な
っ
た
韓
国
人
留

学
生
、
李
秀
賢
さ
ん
の
１
周

忌
に
あ
た
る
２
０
０
２
年
１

月
２６
日
に
正
式
発
足
し
た
。

名
称
は
李
秀
賢
さ
ん
の
頭
文

字
を
も
と
に
命
名
し
た
。

主
な
原
資
と
な
っ
た
の

は
、
秀
賢
さ
ん
の
両
親
、
李

盛
大
夫
妻
が
提
供
し
た
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
弔
慰
金
１

０
０
０
万
円
。
こ
れ
に
寄
付

金
を
加
え
、
合
わ
せ
て
２
５

０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。０２

年
か
ら
０８
年
ま
で
は
各

１５
万
円
。
０９
年
以
降
も
各
１０

万
円
を
支
給
し
続
け
て
い

る
。
初
年
度
は
「
日
本
と
母

国
と
の
懸
け
橋
に
な
り
た

い
」
と
い
う
意
思
を
持
つ
留

学
生
９２
人
が
選
抜
審
査
会
を

経
て
受
給
し
て
き
た
。
そ
の

後
は
毎
年
５０
人
ず
つ
で
一
定

し
て
い
る
。

奨
学
生
か
ら
は
「
パ
ソ
コ

ン
を
購
入
で
き
た
」、「
ア
ル

バ
イ
ト
を
休
ん
で
旅
行
に
行

け
た
」
と
い
う
感
謝
の
手
紙

が
事
務
局
に
届
い
て
い
る
。

い
ま
、
基
金
を
支
え
て
い

る
の
は
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
５
０
０
０
～
１
万
円
程

度
の
小
口
寄
付
金
だ
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
個
人
の
善
意

も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
先

細
り
し
て
い
く
の
は
い
た
し

か
た
な
い
こ
と
。
事
務
局
で

は
企
業
、
大
学
・
専
門
学
校
、

団
体
な
ど
か
ら
資
金
の
一
部

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
の

名
前
を
冠
に
付
け
た
奨
学
金

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
話

す
。
１６
年
度
は
１０
月
に
支
給

を
予
定
し
て
い
る
。

２６
日
の
命
日
に
は
、
韓
国

で
日
本
語
を
履
修
し
た
り
、

日
本
の
社
会
文
化
に
関
心
を

持
つ
高
校
生
た
ち
が
訪
日

し
、
李
盛
大
夫
妻
と
共
に
Ｊ

Ｒ
新
大
久
保
駅
ホ
ー
ム
で
献

花
し
た
。

奨学証書を手渡す谷野作太郎会長（昨年）

韓国のお餅にナイフを入れる関係者

栃
木
本
部（
南
四
郎
団
長
）

は
９
日
、
宇
都
宮
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
い
た
新
年
会
に
新

成
人
を
招
き
、
参
加
者
約
１

０
０
人
に
紹
介
し
た
。
対
象

者
９
人
の
う
ち
２
人
が
出

席
。
民
団
、
婦
人
会
、
韓
商
、

県
日
韓
協
、
横
浜
中
央
信
用

組
合
宇
都
宮
支
店
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
図
書
カ
ー
ド
や
商
品
券

な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
来
賓
と

し
て
福
田
富
一
県
知
事
ら
が

参
席
し
た
。

静
岡
本
部（
姜
再
慶
団
長
）

が
７
日
、
静
岡
市
内
の
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
で
開
催
し
た
成

人
式
に
参
加
し
た
新
成
人

は
、
鈴
木
静
恵
さ
ん
た
だ
一

人
だ
け
だ
っ
た
。
鈴
木
さ
ん

は
小
学
生
当
時
、
オ
リ
ニ
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
に
も
参
加
し
た

こ
と
が
あ
る
。
当
時
か
ら
民

団
の
成
人
式
に
参
加
す
る
こ

と
を
夢
見
て
き
た
と
い
う
。

姜
団
長
か
ら
記
念
品
の
商

品
券
を
受
け
取
り
、
と
び
き

り
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
駐
横
浜
総
領

事
館
、
婦
人
会
静
岡
本
部
、

横
浜
中
央
信
用
組
合
静
岡
支

店
か
ら
も
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。北

海
道
本
部
（
任
泰
洙
団

長
）
が
１５
日
、
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
成
人
式

に
は
、
例
年
を
上
回
る
新
成

人
６
人
が
参
加
し
た
。
記
念

品
は
商
品
券
な
ど
。
任
団
長

は
「
お
互
い
助
け
合
い
、
困

っ
た
と
き
は
民
団
の
先
輩
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
た
。
新
成
人
は
引
き

続
き
民
団
主
催
の
新
年
会
に

合
流
し
た
。
参
加
者
は
全
体

で
１
８
０
人
だ
っ
た
。

新成人６人が参加した北海道。任泰洙団長（中）と

■
民
団
関
連
行
事

◆
東

京

▽
東
京
日
韓
親
善
協
会
連
合

会
「
日
韓
親
善
観
劇
会
ジ
ュ

リ
ア
お
た
あ
」
�
４
日
１４
時

／
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
▽
東

京
日
韓
親
善
協
会
連
合
会

「
創
立
４０
周
年
新
年
祝
賀
会
」

�
４
日
１６
時
１５
分
／
銀
座
ア

ス
タ
ー
▽
東
京
韓
国
学
校

「
高
等
部
卒
業
式
」
�
６
日

１０
時
／
同
校
▽
江
戸
川
支
部

「
新
年
会
」
�
６
日
１１
時
／

船
堀
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
▽
全
羅

南
道
道
民
会
「
新
年
会
」
�

７
日
１８
時
／
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
東
京
▽
在
日
世
界

韓
人
商
工
会
連
合
会
「
新
春

の
集
い
」
�
１２
日
１７
時
／
ホ

テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
東
京
ベ
イ
▽
体
育
会
関

東
本
部
「
新
年
会
」
�
１３
日

１７
時
／
ば
く
だ
ん
屋

◆
神
奈
川

▽
神
奈
川
韓
商
「
相
続
税
対

策
勉
強
会
」
�
３
日
１８
時
／

神
奈
川
韓
国
会
館
▽
神
奈
川

慶
南
道
民
会「
新
春
の
集
い
」

�
１６
日
１８
時
／
ホ
テ
ル
横
浜

ガ
ー
デ
ン

◆
千

葉

▽
成
田
支
部
「
新
年
会
」
�

７
日
１２
時
／
支
部
会
館
▽
千

葉
県
韓
国
人
納
税
組
合
「
確

定
申
告
・
税
務
相
談
」
�
１９

日
１０
時
／
千
葉
韓
国
会
館
▽

千
葉
県
慶
北
道
民
会
「
新
年

会
」
�
１１
日
１２
時
／
京
成
ホ

テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ

◆
山

梨

▽
本
部「
３
・
１
節
記
念
式
」

�
２７
日
１１
時
／
本
部
会
館

◆
茨

城

▽
本
部「
３
・
１
節
記
念
式
」

�
２８
日
１１
時
／
本
部
会
館

◆
埼

玉

▽
本
部
・
川
口
支
部
「
税
務

申
告
サ
ー
ビ
ス
」
�
１２
日
１０

時
／
支
部
会
館
▽
本
部
・
東

部
支
部
「
税
務
申
告
サ
ー
ビ

ス
」
�
１６
日
１０
時
／
支
部
会

館
▽
本
部
・
西
部
支
部
「
税

務
申
告
サ
ー
ビ
ス
」
�
２５
日

１０
時
／
支
部
会
館
▽
本
部
・

県
北
支
部
「
税
務
申
告
サ
ー

ビ
ス
」
�
２９
日
１０
時
／
支
部

会
館

◆
群

馬

▽
本
部「
金
龍
寺
慰
霊
行
事
」

�
６
日
１１
時
／
太
田
市
金
龍

寺◆
静

岡

▽
本
部
「
親
子
文
化
ス
ク
ー

ル
」
�
２８
日
１０
時
／
本
部
会

館◆
新

潟

▽
新
津
支
部
「
新
年
会
」
�

８
日
１２
時
／
に
ん
に
く

◆
宮

城

▽
本
部
「
文
化
セ
ン
タ
ー
韓

国
料
理
教
室
」
�
１６
日
１１
時

／
韓
国
会
館
▽
本
部
「
文
化

セ
ン
タ
ー
修
了
式
」
�
１９
日

１４
時
／
韓
国
会
館
▽
本
部

「
韓
国
語
特
別
無
料
講
座
」

�
２２
日
１０
時
半
・
１４
時
・
１８

時
半
／
韓
国
会
館
▽
本
部

「
ハ
ン
グ
ル
学
校
宮
城
修
了

式
」
�
２０
日
１４
時
／
韓
国
会

館◆
愛

知

▽
本
部
・
県
内
支
部
「
支
部

合
同
親
子
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」

�
６
日
９
時
／
岐
阜
県
荘
川

高
原
▽
名
古
屋
韓
国
学
校

「
尹
東
柱
詩
朗
読
大
会
・
尹

亨
柱
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
�

２１
日
１４
時
／
愛
知
韓
国
人
会

館◆
三

重

▽
本
部
「
行
政
書
士
相
談
」

�
１０
日
１１
時
／
本
部
会
館

◆
富

山

▽
本
部「
３
・
１
節
記
念
式
」

�
２８
日
１１
時
／
本
部
会
館

◆
大

阪

▽
本
部
・
大
阪
韓
国
教
育
院

「
オ
リ
ニ
ウ
リ
マ
ル
イ
ヤ
ギ

・
カ
ル
タ
大
会
」
�
７
日
１１

時
／
御
幸
森
小
学
校
▽
大
阪

市
立
小
路
小
学
校
「
民
族
学

級
・
国
際
理
解
の
学
習
発
表

会
」
�
１０
日
９
時
／
同
校
▽

白
頭
学
院
「
高
等
学
校
卒
業

式
」
�
１３
日
１０
時
／
同
校
▽

金
剛
学
園
「
高
等
学
校
卒
業

式
」
�
１９
日
１０
時
／
同
校
▽

本
部
・
大
阪
韓
国
教
育
院「
中

学
生
ウ
リ
マ
ル
イ
ヤ
ギ
・
ク

イ
ズ
大
会
」
�
２１
日
１１
時
／

巽
中
学
校

◆
兵

庫

▽
青
年
会
兵
庫
本
部
「
成
人

式
写
真
交
歓
会
」
�
１１
日
１９

時
／
本
部
会
館
▽
本
部
「
冬

季
オ
リ
ニ
ス
キ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
�
１３
～
１４
日
／
神
鍋
高

原
▽
有
馬
支
部
「
韓
国
歌
・

ダ
ン
ス
・
食
事
会
」
�
１４
日

１２
時
／
支
部
会
館
▽
尼
崎
支

部
「
映
画
鑑
賞
会
」
�
２０
日

１５
時
／
支
部
会
館
▽
西
宮
支

部
「
歴
史
・
文
化
教
室
」
�

２０
日
１９
時
／
支
部
会
館
▽
本

部
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ウ
ィ
ン
タ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
�
２１
日
１６

時
半
／
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ

ア
ン
ド
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ア
ト

リ
エ

◆
京

都

▽
青
年
会
京
都
本
部
「
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
」
�
１３
日
１９
時
／
南
支
部

会
館
▽
南
京
都
支
部
「
オ
リ

ニ
教
室
卒
団
式
」
�
２１
日
１４

時
／
支
部
会
館

◆
奈

良

▽
婦
人
会
奈
良
本
部
「
新
年

会
」
�
２１
日
１２
時
／
焼
肉
大

使
館

◆
広

島

▽
本
部
「
カ
ヤ
グ
ム
講
座
」

�
２８
日
１３
時
／
広
島
韓
国
会

館
▽
福
山
支
部
「
旧
正
月
旅

行
」
�
１３
～
１４
日
／
長
崎
市

内◆
岡

山

▽
岡
山
慶
北
道
民
会
・
慶
南

道
民
会
「
合
同
新
年
会
」
�

１４
日
１１
時
／
本
部
会
館
▽
倉

敷
支
部
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

倉
敷
市
議
会
活
動
」
�
１９
日

１２
時
／
倉
敷
市
議
会

◆
鳥

取

▽
本
部
「
在
日
講
座
」
�
２０

日
１３
時
半
／
と
り
ぎ
ん
文
化

会
館
▽
本
部
「
３
・
１
節
記

念
式
」
�
２８
日
１１
時
／
本
部

会
館
▽
本
部
「
『
国
際
市
場

で
逢
い
ま
し
ょ
う
』上
映
会
」

�
２８
日
１３
時
／
本
部
会
館

◆
山

口

▽
下
関
支
部
「
ハ
ン
グ
ル
講

座
修
了
式
」
�
２５
日
１９
時
／

韓
国
総
合
会
館

◆
福

岡

▽
福
岡
日
韓
親
善
協
会
「
新

春
懇
親
会
」
�
９
日
１８
時
／

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
福

岡
▽
小
倉
支
部
・
八
幡
支
部

・
遠
賀
支
部
・
若
松
支
部
・

門
司
支
部
・
直
鞍
支
部
・
福

岡
県
・
北
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
「
国
際
交
流
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
＆
韓
日
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
�
１４
日
８
時
／
九

州
国
際
大
学
他

■
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

◆
北
海
道

▽
実
行
委
員
会
「
さ
っ
ぽ
ろ

雪
ま
つ
り
」
�
５
～
１１
日
／

札
幌
市
内

◆
三

重

▽
三
重
県
立
津
商
業
高
校

「
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

�
１６
日
１３
時
／
本
部
会
館

◆
京

都

▽
京
都
造
形
芸
術
大
学
「
尹

東
柱
命
日
追
悼
集
会
」
�
１６

日
１１
時
半
／
同
校

◆
福

岡

▽
実
行
委
員
会
「
尹
東
柱
詩

人
没
後
７１
周
年
記
念
式
」
�

１４
日
１４
時
／
西
新
西
公
園

Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行

昨
年
１２
月
７
日
か
ら
東
京

丸
の
内
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
営

業
を
開
始
し
た
Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行

東
京
支
店
の
移
転
セ
レ
モ
ニ

ー
が
１３
日
、
同
支
店
で
行
わ

れ
た
。

民
団
中
央
本
部
常
任
顧
問

の
兪
在
根
氏
、
同
じ
く
辛
容

祥
氏
、
民
団
新
潟
本
部
の
金

慶
昭
団
長
ら
が
、
新
韓
グ
ル

ー
プ
の
関
係
者
と
と
も
に
ケ

ー
キ
を
か
た
ど
っ
た
韓
国
の

お
餅
に
ナ
イ
フ
を
入
れ
た
。

Ｓ
Ｂ
Ｊ
東
京
支
店
は
同
行

で
は
初
と
な
る
路
面
店
。

静
岡
（
姜
再
慶
団
長
、
１７

日
�
静
岡
市
ク
ー
ポ
ー
ル
会

館
）
前
法
相
の
上
川
陽
子
衆

議
院
議
員
（
自
民
党
）
や
大

口
善
徳
衆
議
院
議
員
（
公
明

党
）
な
ど
多
く
の
来
賓
が
参

席
。
民
団
と
連
携
し
て
「
朝

鮮
通
信
使
」
の
世
界
記
憶
遺

産
登
録
を
実
現
さ
せ
た
い
と

述
べ
た
。
民
団
の
林
三
鎬
副

団
長
が
国
会
議
員
在
外
選
挙

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

新
潟
（
金
慶
昭
団
長
、
１７

日
�
新
潟
市
内
ホ
テ
ル
）
９０

人
が
参
加
。
新
潟
市
の
篠
田

昭
市
長
が
「
日
・
韓
・
中
の

大
交
流
時
代
に
な
る
よ
う
、

新
潟
が
リ
ー
ド
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
金

団
長
も
「
国
際
交
流
の
活
発

化
に
力
を
発
揮
し
て
い
き
た

い
」
と
応
え
た
。
席
上
、
北

韓
の
核
実
験
に
対
す
る
抗
議

決
議
文
が
採
択
さ
れ
た
。

岩
手
（
申
百
�
団
長
、
１２

日
�
県
内
ホ
テ
ル
）
申
団
長

は
「
民
団
の
各
事
業
に
つ
い

て
着
実
に
履
行
し
、
韓
日
の

懸
け
橋
の
役
割
を
担
っ
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

梁
桂
和
駐
仙
台
総
領
事
、
県

日
韓
親
善
協
会
か
ら
鈴
木
昭

博
事
務
局
次
長
が
出
席
。
８０

人
が
集
ま
っ
た
。
申
団
長
が

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
１１
人

に
お
年
玉
を
手
渡
し
た
。

石
川（
金
沂
秀
団
長
、１７
日

�
同
本
部
）
趙
建
�
駐
新
潟

総
領
事
が
石
川
県
日
韓
親
善

協
会
の
稲
村
建
男
会
長
の
功

績
を
称
え
、
外
交
部
長
官
か

ら
の
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

ま
た
、
北
韓
の
核
実
験
に
対

す
る
抗
議
文
も
採
択
し
た
。

２
部
で
婦
人
会
石
川
本
部

（
金

嬉
会
長
）が
韓
国
民
謡

を
披
露
。８０
人
が
楽
し
ん
だ
。

富
山
（
金
仁
団
長
、
１７
日

�
同
本
部
）
県
日
韓
親
善
協

会
の
成
田
隆
専
務
理
事
が
、

国
交
正
常
化
５０
周
年
行
事
で

県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
か
つ

て
な
い
１
３
０
０
人
以
上
で

埋
め
た
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
を

振
り
返
り
、
「
今
年
も
民
団

と
協
力
し
て
活
発
な
行
事
を

や
り
た
い
」
と
呼
び
か
け
、

金
団
長
も
同
意
し
た
。席
上
、

北
韓
の
核
実
験
に
対
す
る
抗

議
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

兵
庫
（
李
圭
燮
団
長
、
１５

日
�
エ
ス
タ
シ
オ
ン
・
デ
・

神
戸
）
兵
庫
県
か
ら
金
澤
和

夫
副
知
事
、
神
戸
市
か
ら
久

元
喜
造
市
長
が
参
席
。
そ
れ

ぞ
れ
、
昨
年
行
わ
れ
た
県
と

市
の
訪
韓
事
業
（
地
域
韓
日

交
流
）の
成
果
を
強
調
し
た
。

李
団
長
は
、
民
団
兵
庫
の
創

団
７０
周
年
記
念
事
業
を
９
月

に
行
う
と
明
ら
か
に
し
た
。

全
体
の
参
加
者
は
約
３
５
０

人
。
こ
の
う
ち
の
約
半
数
は

国
、
県
、
市
議
員
、
行
政
、

日
韓
協
関
係
者
な
ど
の
来
賓

で
占
め
ら
れ
た
。

岡
山
（
宋
燦
錫
団
長
、
９

日
�
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
）

３
２
０
人
が
出
席
。
伊
原
木

隆
太
県
知
事
、
大
森
雅
夫
岡

山
市
長
ら
多
数
の
来
賓
を
前

に
、
宋
団
長
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
抑
制
に
向
け
た
対
策
と

法
制
化
を
要
望
。
ま
た
、
朝

鮮
通
信
使
の
ユ
ネ
ス
コ
記
憶

遺
産
登
載
へ
の
協
力
も
呼
び

か
け
た
。
式
典
に
先
だ
っ
て

政
府
褒
章
の
伝
達
も
行
わ
れ

た
。
第
２
部
で
は
新
春
歌
謡

シ
ョ
ー
と
景
品
抽
選
会
も
。

島
根
（
金
吾
男
団
長
、
１７

日
�
松
江
市
内
ホ
テ
ル
）
県

議
、
市
議
、
経
済
人
な
ど
が

多
数
参
加
し
、
今
年
で
１３
年

目
を
迎
え
る
民
団
島
根
の
多

文
化
共
生
交
流
事
業
を
評
価

し
た
。
団
員
主
体
だ
っ
た
こ

れ
ま
で
の
交
流
会
と
は
趣
が

変
わ
り
、９０
人
が
参
加
し
た
。

自
民
党
の
大
越
俊
一
県
議
は

昨
年
の
慰
安
婦
問
題
合
意
を

高
く
評
価
。
田
中
明
美
県
議

（
自
由
民
主
党
島
根
県
議
会

議
員
連
盟
）
も
「
隣
国
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
小

さ
な
こ
と
か
ら
一
歩
一
歩
着

実
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大

事
だ
」
と
述
べ
た
。

山
口
（
姜
昌
憲
団
長
、
１６

日
�
釜
山
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
）

団
員
の
要
望
を
受
け
て
、
４

年
ぶ
り
に
釜
山
で
の
開
催
と

な
っ
た
。
下
関
市
か
ら
坂
本

康
一
副
市
長
が
参
席
。
姉
妹

提
携
し
て
い
る
釜
山
市
の
金

奎
玉
経
済
副
市
長
と
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
「
地

方
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
姜

団
長
も
両
国
の
懸
け
橋
と
し

て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く

と
約
束
し
た
。
婦
人
会
山
口

県
本
部
と
の
共
催
で
１
２
０

人
が
参
加
し
た
。

大
分
（
韓
一
男
団
長
、
１６

日
�
同
本
部
）
例
年
を
上
回

る
５３
人
が
参
加
。
立
命
館
大

学
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
別

府
市
）
で
学
ぶ
韓
国
人
留
学

生
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

た
。
韓
団
長
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
対
す
る
法
規
制
の
実

現
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
く

と
述
べ
た
。
県
日
韓
親
善
協

会
か
ら
橋
下
均
会
長
が
参
席

し
た
。

婦
人
会
滋
賀
新
年
会

婦
人
会
滋
賀
本
部
（
金
泰

順
会
長
）
は
２３
日
、
大
津
市

内
で
新
年
を
祝
っ
た
。
８０
人

が
参
加
。
民
団
滋
賀
本
部
の

朴
鍾
文
団
長
の
ほ
か
、
婦
人

会
中
央
本
部
か
ら
劉
代
永
監

査
ら
が
駆
け
つ
け
た
。

金
会
長
は
「
韓
国
と
日
本

が
近
く
て
親
し
い
友
好
国
に

な
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

民
団
中
央
団
長
か
ら
表
彰
を

受
け
た
組
織
功
労
者
に
花
束

を
贈
っ
た
。

婦
人
会
滋
賀
本
部
コ
ー
ラ

ス
部
が
「
ア
リ
ラ
ン
」
な
ど

２
曲
を
披
露
。
韓
宇
景
さ
ん

が
歌
謡
シ
ョ
ー
で
会
場
を
盛

り
上
げ
た
�
写
真
。

嫌
韓
意
識
に
一
石

日
本
人
教
師

小
説『
智
異
山
』邦
訳

７
年
半

が
か
り

「
差
別
へ
の
怒
り
胸
に
」

ア
ジ
ア
の
懸
け
橋
支
援

李
秀
賢
奨
学
会

発
足
１５
年
目
に

丸の内に
東京支店
移転を祝う

韓日間の諸懸案

日本憲法で解析
在日３世京大生が出版

冷
静
な
論
調
反
響
呼
ぶ

新
年
会
参
加
者
が
祝
福

各
地
で
民
団
主
催
成
人
式

（４）２０１６年１月２７日（水曜日）民 団 新 聞

２月の

予 定
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北
送
さ
れ
た
元
在
日
同
胞

と
そ
の
子
孫
た
ち
の
日
本
へ

の
自
由
往
来
、
お
よ
び
日
本

人
妻
の
救
出
を
求
め
て
い
る

元
在
日
同
胞
脱
北
者
ら
が
１５

日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日

本
弁
護
士
会
館
で
会
見
し

た
。
こ
の
日
は
日
本
弁
護
士

連
合
会
人
権
擁
護
委
員
会
へ

の
人
権
救
済
申
し
立
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
１
周
年
に
あ
た

り
、
経
過
報
告
も
兼
ね
た
。

日
弁
連
人
権
擁
護
委
員
会

に
よ
れ
ば
、
「
申
立
書
」
は

予
備
審
査
を
経
て
、
昨
年
９

月
か
ら
本
調
査
に
入
っ
た
。

申
し
立
て
た
２
人
に
対
し
て

は
す
で
に
聴
取
を
終
え
た
。

北
韓
に
い
た
こ
ろ
の
生
活
状

況
を
中
心
に
約
３
時
間
余
り

に
わ
た
っ
て
質
問
を
受
け
た

と
い
う
川
崎
栄
子
さ
ん
は
、

「
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
た
」
と
確
か
な
手
応

え
を
語
っ
た
。

い
ず
れ
の
聴
取
に
も
立
ち

会
っ
た
白
木
敦
士
弁
護
士

は
、
北
韓
の
人
権
状
況
に
つ

い
て
大
き
な
関
心
を
持
っ
て

聞
い
た
と
い
う
。
今
後
は
相

手
方
の
在
日
本
朝
鮮
人
総
連

合
会
や
日
本
赤
十
字
社
、
赤

十
字
国
際
委
員
会
に
対
し
て

も
聴
取
を
行
う
。
回
答
は
任

意
だ
が
、「
応
じ
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
委
員
ら
の
心
象
と
し

て
残
る
」
と
述
べ
た
。

委
員
ら
の
結
論
は
早
け
れ

ば
今
秋
に
も
出
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。

日弁連
金
相
権
さ
ん
（
８５
、
多
磨

全
生
園
入
所
者
自
治
会
会

長
）
は
東
京
・
東
村
山
市
の

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

（
成
田
稔
館
長
）
を
拠
点
に

今
日
ま
で
２２
年
間
、
語
り
部

と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史

を
ひ
も
と
き
、
正
し
い
理
解

を
訴
え
て
い
る
。
月
間
の
予

定
表
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

日
取
り
が
び
っ
し
り
。

来
館
者
が
１０
人
以
上
ま
と

ま
る
と
、
語
り
部
の
出
番
と

な
る
。も
う
一
人
の
語
り
部
、

平
沢
保
治
さ
ん
と
合
わ
せ
る

と
、
こ
れ
ま
で
に
少
な
く
と

も
２
２
０
０
団
体
、
約
１５
万

人
以
上
を
対
象
に
語
っ
て
き

た
と
い
う
。

平
沢
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
金
さ
ん
は
主
に
大
学
生

や
人
権
擁
護
委
員
、
教
育
委

員
、
看
護
学
生
、
司
法
修
習

生
な
ど
を
相
手
に
し
て
き

た
。
資
料
館
以
外
の
出
張
講

演
で
は
２
０
０
人
か
ら
多
い

と
き
は
１
２
０
０
人
を
前
に

語
る
こ
と
も
。

金
さ
ん
が
も
っ
ぱ
ら
の
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
の
は
強
制

隔
離
と
い
う
国
の
誤
っ
た
政

策
が
残
し
た
差
別
、
偏
見
の

克
服
。
か
つ
て
は
巡
視
も
お

り
、
職
員
や
一
般
の
人
た
ち

が
、
患
者
を
刑
務
所
の
囚
人

と
同
じ
よ
う
な
見
方
を
し
て

い
た
と
い
う
。
病
気
が
回
復

し
た
い
ま
も
、
「
親
や
兄
弟

姉
妹
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
」
「
死
ん
で
も

故
郷
の
墓
に
埋
葬
し
て
も
ら

え
な
い
」
と
い
う
悩
み
を
抱

え
て
い
る
元
患
者
は
多
い
。

金
さ
ん
は
「
ハ
ン
セ
ン
病

の
こ
と
、
知
っ
て
し
ま
え
ば

た
い
し
た
こ
と
な
い
の
に
。

知
ら
な
い
こ
と
、
無
知
が
い

ち
ば
ん
悪
い
」と
強
調
す
る
。

「
大
げ
さ
に
な
る
か
ら
」

と
金
さ
ん
は
自
ら
の
苦
労
に

つ
い
て
は
多
く
を
語
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
、
外
国
籍
ゆ

え
に
か
つ
て
は
公
的
年
金
の

支
給
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
い
ま
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。「

昭
和
３５
年
ご
ろ
か
ら
年

金
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

盲
人
は
１
５
０
０
円
。
『
今

日
は
年
金
が
出
る
か
ら
み
ん

な
で
汁
粉
会
を
や
ろ
う
』
と

な
る
と
、
年
金
の
出
な
い
人

は
雑
居
部
屋
を
抜
け
出
し
て

ト
イ
レ
で
じ
っ
と
し
て
い
た

り
、
用
も
な
い
の
に
外
で
う

ろ
う
ろ
し
た
り
」。

金
さ
ん
は
１
９
３
１
年
生

ま
れ
。
先
に
日
本
に
来
て
い

た
父
親
を
訪
ね
て
母
親
と
共

に
２
歳
半
で
渡
日
。
１
９
４

５
年
の
東
京
大
空
襲
で
手
足

を
火
傷
し
、
１４
歳
で
発
病
し

た
。
群
馬
県
に
あ
る
栗
生
楽

泉
園
を
経
て
１
９
６
４
年
に

現
在
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
多
磨
全
生
園
に
転
園
し

て
き
た
。

９０
年
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
資

料
調
査
会
の
委
員
と
な
っ
て

全
国
の
療
養
所
を
回
っ
て
、

高
円
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資

料
館
建
設
の
た
め
に
奔
走
し

た
。
語
り
部
活
動
は
９３
年
の

開
館
と
同
時
に
始
め
た
。

最
近
は
全
生
園
で
生
き
て

き
た
確
か
な
証
し
を
残
そ
う

と
い
う
「
人
権
の
森
構
想
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
残

さ
れ
た
史
跡
を
復
元
し
、
ハ

ン
セ
ン
病
以
外
の
難
病
の
人

や
障
害
者
に
対
し
て
偏
見
を

持
た
な
い
啓
発
の
場
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
。

金
さ
ん
は
「
目
の
黒
い
間

は
語
り
部
を
続
け
て
い
く
」

と
話
し
て
い
る
。

【
神
奈
川
】「
川
崎
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
！
」。
市
民
団
体
、
市
議
団
、
市
職
労
、
市
教
組
、
商
店
街

振
興
組
合
な
ど
が
手
を
と
り
あ
い
２３
日
、
川
崎
区
の
市
労
連
会
館
で
「
オ
ー
ル
か
わ
さ
き
」
市
民
集
会
を
開
い
た
。
会

場
は
３
０
０
人
で
身
動
き
も
取
れ
な
い
ほ
ど
。
熱
気
の
渦
巻
く
な
か
、
国
連
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
基
づ
く
措
置
を

と
る
こ
と
な
ど
や
、「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
、
人
権
の
街
・
川
崎
宣
言
」
を
求
め
る
市
お
よ
び
市
議
会
へ

の
要
請
書
を
採
択
し
た
。

民族差別に抗議する「トラヂの会」参加者たち

川
崎
市
は
社
会
福
祉
法
人

青
丘
社
（

重
度
理
事
長
）

が
核
と
な
っ
て
１
９
７
０
年

代
か
ら
民
族
差
別
と
闘
っ
て

き
た
特
別
な
歴
史
が
あ
る
。

な
か
で
も
在
日
同
胞
が
多
住

し
、
川
崎
市
ふ
れ
あ
い
館
が

中
心
と
な
っ
て
多
文
化
共
生

の
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
桜
本
地
区
は
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
と
は
対
極
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
へ
の
市
民
の
怒
り
は

大
き
い
。
昨
年
１０
月
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
デ
モ
隊
が
川
崎

市
内
で
集
結
し
た
時
は
３
０

０
人
で
抗
議
の
「
壁
」
を
つ

く
り
、
事
前
に
予
定
さ
れ
て

い
た
桜
本
地
区
へ
の
立
ち
入

り
を
許
さ
な
か
っ
た
。

川
崎
市
で
の
ヘ
イ
ト
デ
モ

は
１２
年
か
ら
始
ま
り
、
す
で

に
１１
回
を
数
え
た
。
心
を
痛

め
た
青
丘
社
を
は
じ
め
と
す

る
３
団
体
が
、
昨
年
末
か
ら

市
民
集
会
の
開
催
を
準
備
し

て
き
た
。
賛
同
は
市
民
団
体

の
ほ
か
市
議
団
、
市
職
労
、

市
教
組
な
ど
２３
日
の
開
催
当

日
ま
で
に
９０
団
体
を
数
え

た
。発

言
に
立
っ
た
「
の
り
こ

え
ネ
ッ
ト
」
共
同
代
表
の
辛

淑
玉
さ
ん
は
、
「
オ
ー
ル
川

崎
は
希
望
の
光
。
世
代
、
民

族
を
超
え
て
つ
な
が
っ
た
。

こ
の
川
崎
か
ら
新
し
い
力
を

世
界
に
発
信
し
よ
う
」
と
述

べ
た
。
同
じ
く
金
哲
敏
弁
護

士
も
川
崎
市
に
、
「
川
崎
で

こ
れ
以
上
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
許
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
必
要
」
と
行
政
の
対
応

を
呼
び
か
け
た
。

桜
本
地
区
の
在
日
１
世
高

齢
者
交
流
ク
ラ
ブ
「
ト
ラ
ヂ

の
会
」
参
加
者
が
、
「
差
別

さ
れ
る
の
は
慣
れ
て
い
る
け

ど
、
腹
が
立
つ
。
差
別
せ
ん

と
仲
良
く
し
よ
う
よ
」
と
呼

び
か
け
る
と
、会
場
か
ら「
そ

う
だ
、
そ
う
だ
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
た
。

韓
国
籍
の
母
親
を
持
つ
在

日
３
世
の
中
学
生
も
檀
上
に

上
が
っ
た
。
「
大
阪
市
で
は

（
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対

処
に
関
す
る
）
条
例
が
で
き

た
。
大
阪
で
だ
め
な
も
の
が

川
崎
で
許
さ
れ
る
わ
け
が
な

い
。
川
崎
市
で
も
条
例
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
起

き
た
。

主
催
団
体
の
「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
」
か
わ

さ
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
関
田
寛
雄
代
表
）
で
は
今

春
、
福
田
紀
彦
川
崎
市
長
に

提
出
す
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
根
絶
の
た
め
の
基
本
行
動

計
画
を
求
め
る
市
民
署
名
」

を
集
め
て
い
る
。
最
終
集
約

は
３
月
末
日
の
予
定
。

大
阪
市
の
次
は
東
京
都
で

。
大
阪
市
議
会
で
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に

関
す
る
条
例
」
が
可
決
し
た

こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
体

を
張
っ
て
ヘ
イ
ト
デ
モ
に
抗

議
し
て
き
た
人
た
ち
が
１９
日

夜
、
東
京
・
新
宿
の
都
庁
前

に
集
ま
り
、
約
１
時
間
に
わ

た
っ
て
抑
止
条
例
の
制
定
を

要
求
し
た
。

呼
び
か
け
た
の
は
カ
ウ
ン

タ
ー
団
体
の
一
つ
「
差
別
反

対
東
京
ア
ク
シ
ョ
ン
」
（
代

表
、
石
野
雅
之
さ
ん
）
。
４

度
と
い
う
寒
空
の
下
、
約
５０

人
が
参
加
し
、
法
務
省
作
成

の
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
許
さ

な
い
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い

プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
掲
げ
て

約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
示
威

活
動
を
繰
り
広
げ
た
。

石
野
代
表
は
、
「
２
０
２

０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
前
に

し
て
い
る
の
に
、
銀
座
で
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
デ
モ
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ

と
で
外
国
か
ら
お
客
を
迎
え

ら
れ
る
の
か
」と
批
判
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
杉
並
区
議
の

金
子
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
（
共

産
党
）
や
精
神
科
医
の
香
山

リ
カ
さ
ん
も
マ
イ
ク
を
握

り
、
「
大
阪
に
続
く
２
番
目

で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
い

つ
ま
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

放
っ
て
お
く
つ
も
り
な
の

か
」
と
抗
議
し
た
。
都
外
か

ら
駆
け
つ
け
た
あ
る
参
加
者

は
、
「
東
京
都
で
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
規
制
条
例
が
成
立
し

た
ら
、
関
東
圏
の
自
治
体
も

無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と

語
っ
た
。

金相権さん（写真は国立ハンセン病資料館提供）

駐
日
韓
国
大
使
館
（
東
京

・
港
区
南
麻
布
）
は
庁
舎
１

階
に
在
日
同
胞
１
世
、
故
徐

甲
虎
氏
の
祖
国
愛
と
功
績
を

称
え
る
胸
像

写
真

を
建

立
し
た
。
高
さ
約
２

。
在

日
韓
国
公
館
の
歴
史
を
紹
介

す
る
資
料
室
「
東
鳴
室
」
の

入
り
口
に
立
ち
、
来
館
者
を

見
届
け
て
い
る
。
「
東
鳴
」

は
徐
氏
の
雅
号
で
も
あ
る
。

徐
氏
は
大
阪
で
紡
織
工
場

を
設
立
す
る
な
ど
し
て
財
を

成
し
、
６２
年
１１
月
に
駐
日
大

使
館
が
建
つ
現
在
の
敷
地
を

韓
国
政
府
に
寄
贈
し
た
。
除

幕
式
は
昨
年
１２
月
２５
日
に
行

わ
れ
た
。

再会を喜び合う新成人たち

【
大
阪
】
青
年
会
大
阪
本

部
（
金
琳
泰
会
長
）
と
学
生

会
大
阪
本
部（
白
孝
一
会
長
）

は
２２
日
、
大
阪
市
北
区
の
大

阪
韓
国
人
会
館
で
成
人
式
に

続
く
「
ア
フ
タ
ー
交
流
会
」

を
開
い
た
。
今
年
の
新
成
人

２０
人
が
参
加
。プ
デ
チ
ゲ（
部

隊
鍋
）を
囲
み
な
が
ら
、「
ま

た
会
え
て
楽
し
い
」
と
再
会

を
喜
び
あ
っ
た
。

金
会
長
は
、
「
今
日
参
加

し
た
新
成
人
た
ち
が
ま
ず
は

学
生
会
で
交
流
を
深
め
、
青

年
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

市
民
運
動
家
招
き

第
２３
回
在
日
講
座

民
団
鳥
取
本
部

【
鳥
取
】
民
団
鳥
取
本
部

（
薛
幸
夫
団
長
）
は
２３
日
、

同
本
部
に
島
根
県
の
市
民
運

動
家
、
江
角
秀
人
さ
ん
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
エ
ス
ペ

ラ
ン
サ
理
事
長
、
写
真
）
を

招
き
、
ミ
ニ
勉
強
会
「
第
２３

回
在
日
講
座
」
を
開
い
た
。

江
角
さ
ん
は
、
山
陰
地
方

に
残
る
韓
半
島
に
関
わ
る
遺

跡
の
保
存
運
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
自
身
の
半
生
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
「
単
な
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
の
み
で

な
く
、
こ
の
国
の
人
々
が
持

つ
心
を
変
え
る
た
め
に
は
地

方
行
政
を
も
巻
き
込
ん
で
政

策
も
動
か
さ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。

「
コ
リ
ア
ン
ブ
ラ
イ
ダ

ル
兵
庫
～
マ
ン
ナ
ム
」（
具

京
林
会
長
）
は
、
２
月
２１

日
、
冬
季
ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
。

対
象
は
満
３９
歳
ま
で
。
男

女
各
１２
人
を
募
集
中
。

１７
時
か
ら
神
戸
市
中
央

区
の
Ａ
ｔ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ

（
ア
ト
リ
エ
）
で
。
１６
時

３０
分
か
ら
受
付
開
始
。
参

加
費
６
０
０
０
円
。な
お
、

マ
ン
ナ
ム
創
立
５
周
年
を

記
念
し
て
新
規
入
会
金

（
１
万
円
）の
半
額
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
「
コ
リ

ア
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
兵
庫
～

マ
ン
ナ
ム
」
（
０
７
８
・

６
４
２
・
６
３
０
３
）。

領
事
部
窓
口
業
務

１９
時
ま
で
延
長

毎
月
２
回

駐
日
大
使
館

駐
日
大
使
館
は
毎
月
２

回
、
領
事
部
の
窓
口
業
務
を

１９
時
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

取
り
扱
い
業
務
は
ビ
ザ
を
除

く
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
外
国
民

登
録
、
家
族
関
係
登
録
、
公

証
（
領
事
確
認
）
な
ど
。
２

月
は
１０
、
２５
日
。３
月
は
１０
、

２４
日
の
予
定
。
い
ず
れ
も
受

付
は
１８
時
４０
分
ま
で
。

韓
国
・
海
美
中
生
徒

金
剛
学
園
初
訪
問

太
極
旗
に「
感
動
」

【
大
阪
】
韓
国
の
海
美
中

学
校
（
宋
鐘
錫
校
長
、
忠
清

南
道
瑞
山
市
）
か
ら
３
年
生

の
生
徒
１２
人
が
２０
日
、
大
阪

市
住
之
江
区
の
金
剛
学
園
を

訪
問
し
た

写
真
。

同
校
の
生
徒
が
海
外
の
韓

国
学
校
を
訪
れ
た
の
は
こ
れ

が
初
め
て
と
い
う
。
風
に
な

び
く
太
極
旗
を
見
て
感
動
し

た
様
子
だ
っ
た
。
テ
コ
ン
ド

道
場
で
は
金
剛
生
徒
の
見
せ

た
プ
ン
セ
（
型
）
を
見
て
、

「
韓
国
に
い
る
生
徒
た
ち
よ

り
も
う
ま
い
」
と
感
心
し
て

い
た
。

宋
校
長
は
大
阪
韓
国
教
育

院
の
院
長
を
歴
任
し
た
。
見

聞
を
広
め
て
も
ら
お
う
と
、

成
績
優
秀
な
生
徒
を
募
っ
て

日
本
を
訪
れ
た
。

新

年

号

の

「
親
子
３
代

民
団
サ
ラ
ム
」

に
、
６０
代
後
半

の
２
代
目
の
な

か
に
は
感
懐
を

呼
び
覚
ま
さ
れ

た
サ
ラ
ム
も
い

た
。
そ
ん
な
一

人
の
語
り
で
あ

る
。小

学
校
低
学

年
の
頃
ま
で
、
比
較
的
同
胞
の
多
い

支
部
で
ア
ボ
ジ
は
「
プ
ー
ダ
ン
ジ
ャ

ン
（
副
団
長
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

バ
ラ
ッ
ク
に
毛
の
生
え
た
よ
う
な
家

で
も
人
の
出
入
り
は
多
く
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
車
座
に
な
っ
て
の
酒
盛
り
が

あ
り
、
大
声
張
り
上
げ
て
の
口
論
が

あ
っ
た
。
花
札
を
し
て
は
殴
り
合
い

に
な
る
こ
と
も
ざ
ら
だ
っ
た
。

博
打
の
カ
タ
な
の
で
あ
ろ
う
、
黄

色
い
油
紙
に
包
ま
れ
た
拳
銃
、
切
れ

味
鋭
い
日
本
刀
、
朝
鮮
弓
な
ど
凶
器

と
い
わ
れ
る
代
物
を
届
け
た
り
、
貰

い
受
け
に
行
っ
た
り
、
パ
シ
リ
も
ず

い
ぶ
ん
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
遣
り

取
り
で
訪
ね
た
先
に
、
中
央
本
部
の

大
幹
部
に
な
っ
た
人
物
も
い
た
。

嫌
い
だ
っ
た
民
団
と
は
体
調
を
崩

し
た
ア
ボ
ジ
が
一
線
を
退
い
て
か
ら

は
自
然
と
縁
が
切
れ
た
。
だ
が
、
同

年
代
の
同
胞
と
つ
る
み
た
い
気
持
ち

は
強
く
、
大
学
で
は
韓
国
社
会
文
化

研
究
会
に
属
し
た
。そ
の
縁
で
、卒
業

後
し
ば
ら
く
し
て
青
年
会
活
動
に
誘

わ
れ
、
民
団
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ

て
か
ら
自
分
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ア
ボ
ジ
が
副
団
長
だ
っ
た
の
は
６

・
２５
韓
国
戦
争
勃
発
の
前
年
か
ら
、

朝
連
が
民
戦
に
な
り
、
民
戦
が
朝
鮮

総
連
に
な
っ
て
い
く
時
代
だ
っ
た
。

歴
史
を
知
る
こ
と
で
、財
力
・
組
織
力

・
行
動
力
で
圧
倒
す
る
彼
ら
に
劣
勢

の
民
団
が
立
ち
向
か
う
姿
と
、
棍
棒

を
持
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
り

込
む
ア
ボ
ジ
や
そ
の
仲
間
た
ち
の
群

像
が
自
分
の
な
か
で
リ
ン
ク
し
た
。

身
体
ば
か
り
か
精
神
に
ま
で
障
害

の
あ
る
同
胞
が
ま
わ
り
に
何
人
か
い

た
。
総
連
系
と
の
血
み
ど
ろ
の
闘
い

で
負
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
彼
ら

は
熱
誠
団
員
で
あ
り
な
が
ら
、
１
代

で
終
わ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
ん
な
サ

ラ
ム
も
顕
彰
し
て
ほ
し
い
。
（
Ｊ
）

田
中
宏
氏
講
師
に

自
由
人
権
協
セ
ミ
ナ
ー

弁
護
士
、
法
学
者
ら
で
構

成
し
、
基
本
的
人
権
の
擁
護

を
唯
一
の
目
的
に
活
動
し
て

い
る
公
益
社
団
法
人
自
由
人

権
協
会（
東
京
・
港
区
）は
、

外
国
人
問
題
に
関
す
る
連
続

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

第
１
回
は
一
橋
大
学
名
誉

教
授
の
田
中
宏
さ
ん
を
講
師

に
「
在
日
外
国
人
の
歴
史
と

現
在
」
。
２
月
１０
日
１８
時
３０

分
～
中
央
大
学
駿
河
台
記
念

館
３
６
０
教
室
で
。無
料（
事

前
申
し
込
み
不
要
）。

問
い
合
わ
せ
は
同
協
会

（
０
３
・
３
４
３
７
・
５
４

６
６
）。

浅
川
兄
弟
偲
び

焼
酎「
白
磁
の
人
」

出
身
地
で
限
定
販
売

【
山
梨
】
「
浅
川
伯
教
・

巧
兄
弟
を
偲
ぶ
会
」
（
永
関

福
次
会
長
、北
杜
市
高
根
町
）

は
６
月
の
同
会
設
立
２０
周
年

を
前
に
、
浅
川
兄
弟
が
愛
し

た
白
磁
を
容
器
に
し
た
「
本

格
焼
酎
『
白
磁
の
人
』」（
写

真
）
を
２
０
０
本
、
限
定
販

売
し
て
い
る
。

武
の
井
酒
造
（
北
杜
市
高

根
町
箕
輪
）
が
地
元
梨
北
米

で
醸
造
し
た
米
焼
酎（
２５
度
）

で
７
２
０

入
り
。
商
品

名
は
浅
川
巧
の
生
涯
を
描
い

た
同
名
小
説
の
作
者
、
江
宮

隆
之
さ
ん
の
了
解
を
得
て
採

用
し
た
。
白
磁
の
容
器
は
岐

阜
県
多
治
見
産
。

事
務
局
の
比

奈
田
善
彦
さ
ん

は
「
浅
川
兄
弟

が
マ
ッ
コ
リ
や

焼
酎
を
た
し
な

ん
で
い
た
こ
と

に
ち
な
ん
で
、

企
画

し

ま

し

た
。
贈
答
品
と

し
て
利
用
し
て

も
ら
い
、
飲
み
終
わ
っ
た
後

は
一
輪
挿
し
と
し
て
使
っ
て

く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
る
。

北
杜
市
長
坂
町
大
八
田
の
き

ら
ら
シ
テ
ィ
ー
内
の
酒
店

「
地
酒
の
八
峰
」
で
取
り
扱

い
中
。
３
５
０
０
円
（
税
込

み
）。浅

川
兄
弟
は
北
杜
市
出

身
。
日
本
か
ら
植
民
地
統
治

下
の
韓
国
に
渡
り
、
国
や
民

族
を
超
え
て
韓
国
人
の
た
め

に
尽
く
し
た
。
な
か
で
も
弟

の
巧
は
昨
年
８
月
、
朝
鮮
日

報
と
国
立
大
韓
民
国
歴
史
博

物
館
が
選
定
し
た
「
韓
国
を

輝
か
せ
た
世
界
の
７０
人
」
に

も
選
ば
れ
て
い
る
。

朴
昭
勝
氏
（
民
団
広
島
県

本
部
常
任

顧
問
）
２４

日
午
後
５

時
ご
ろ
、

肺
が
ん
の

た
め
死
去
。７３
歳
。通
夜
は
２５

日
、告
別
式
は
２６
日
、福
山
市

の
斎
場
で
営
ま
れ
た
。
喪
主

は
夫
人
の
柳
春
子
氏
。
０１
年

か
ら
０７
年
の
間
、
民
団
広
島

県
本
部
の
団
長
を
歴
任
し
た

ほ
か
、
中
央
本
部
の
権
益
擁

護
委
員
会
委
員
長
と
し
て
在

日
同
胞
の
生
活
向
上
の
た
め

に
尽
力
し
た
。
執
行
部
一
部

が
総
連
と
の
野
合
を
画
策
し

た
０６
年
の
「
５
・
１７
事
態
」

に
際
し
て
は
、
民
団
正
常
化

推
進
委
員
会
の
共
同
代
表
の

一
人
と
し
て
、
臨
時
中
央
大

会
の
早
期
開
催
を
求
め
る
署

名
運
動
を
展
開
、
非
常
事
態

克
服
の
先
頭
に
立
っ
た
。

アボジと民団史がリンクした

「資料館」語り部 金相権さん

差別と偏見の克服
当事者の視点から

ハ
ン
セ
ン
病
理
解
求
め
２２
年

人
権
救
済
へ
本
調
査

元
在
日
脱
北
者

申
し
立
て
１
年

人
権
条
例
制
定
求
め
る

川
崎
市

市
民
集
会
で
決
議

反ヘイト９０団体結集

「
大
阪
に
続
け
」

都
庁
前
で
ア
ピ
ー
ル

ブ
ラ
イ
ダ
ル

参
加
者
募
集

兵
庫
マ
ン
ナ
ム

プ
デ
チ
ゲ
囲
み
仲
を
温
め

青
年
・
学
生
会

新
成
人
と
交
流
会

徐
甲
虎
氏
の
胸
像
建
立

大
使
館

敷
地
寄
贈
の
功
績
称
え

第２８３０号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１６年１月２７日（水曜日）（５）
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歴史講座

ワークショップ

展示会

劇
作
家
で
演
出
家
の
鄭
義
信
さ
ん
が
新
国
立
劇
場
（
東
京
・
渋
谷
区
）
に
書
き
下
ろ
し
た
３
部
作
（
「
焼
肉
ド
ラ
ゴ

ン
」「
た
と
え
ば
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」「
パ
ー
マ
屋
ス
ミ
レ
」）
が
、
３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
同
劇
場
を
は
じ
め
、

兵
庫
な
ど
で
一
挙
再
演
さ
れ
る
。
戦
後
の
日
本
社
会
で
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
懸
命
に
生
き
る
在
日
の
姿
を
描
い
た
３

作
品
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
１９
日
に
は
同
劇
場
で
制
作
発
表
会
見
が
行
わ
れ
た
。

大
阪
で
万
博
が
開
催
さ
れ

高
度
経
済
成
長
に
わ
く
関
西

の
都
市
で
、
焼
肉
店
を
営
む

在
日
韓
国
人
家
族
を
描
い
た

「
焼
肉
ド
ラ
ゴ
ン
」
は
、
キ

ャ
ス
ト
を
一
新
し
て
の
ニ
ュ

ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
２
０
０
８

年
１１
月
に
東
京
、
兵
庫
、
北

九
州
、ソ
ウ
ル
で
上
演
さ
れ
、

大
好
評
を
得
た
。
鄭
さ
ん
の

父
親
の
半
生
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

韓
国
戦
争
中
の
５０
年
代
の

九
州
の
港
町
を
舞
台
に
、
男

女
４
人
の
愛
を
描
い
た
「
た

と
え
ば
野
に
咲
く
花
の
よ
う

に
」
は
新
し
い
キ
ャ
ス
ト
と

鈴
木
裕
美
さ
ん
の
新
演
出
。

鄭
さ
ん
は
こ
の
作
品
を
書
い

た
こ
と
で
、作
家
と
し
て「
記

録
す
る
演
劇
」を
再
認
識
し
、

「
焼
肉
ド
ラ
ゴ
ン
」
「
パ
ー

マ
屋
ス
ミ
レ
」
の
執
筆
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い

う
。そ

し
て
６０
年
代
半
ば
の
九

州
で
炭
鉱
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
な
が
も
、
力
強
く
生
き
る

在
日
家
族
を
描
い
た
「
パ
ー

マ
屋
ス
ミ
レ
」
は
一
部
キ
ャ

ス
ト
を
入
れ
替
え
た
。

会
見
で
は
鄭
さ
ん
を
は
じ

め
、
主
要
キ
ャ
ス
ト
ら
が
顔

を
そ
ろ
え
、
各
作
品
へ
の
思

い
を
語
っ
た
。

鄭
さ
ん
は
「
そ
う
そ
う
た

る
顔
ぶ
れ
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
ま
た
新
し
く
３
部
作
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

喜
び
と
不
安
と
期
待
と
、
そ

ん
な
ふ
う
な
の
が
一
杯
」
と

気
持
ち
を
表
し
た
。

「
焼
肉
ド
ラ
ゴ
ン
」
出
演

の
韓
国
人
俳
優
、
ハ
・
ソ
ン

グ
ァ
ン
さ
ん
は
「
鄭
義
信
先

生
の
作
品
に
出
演
で
き
て
光

栄
に
思
う
。
昨
日
、
初
め
て

稽
古
を
始
め
た
が
、
い
い
役

者
と
一
緒
に
舞
台
を
作
る
こ

と
が
で
き
て
胸
が
一
杯
で

今
、興
奮
し
て
い
る
」と
初
舞

台
に
臨
む
心
境
を
語
っ
た
。

「
た
と
え
ば
野
に
咲
く
花

の
よ
う
に
」
出
演
の
と
も
さ

か
り
え
さ
ん
は
「
新
国
立
劇

場
の
舞
台
も
、
義
信
さ
ん
の

作
品
に
関
わ
る
の
も
、
裕
美

さ
ん
の
演
出
を
受
け
る
の
も

初
め
て
」と
語
っ
た
後
、「
そ

ん
な
中
で
自
分
自
身
、
ど
ん

な
新
し
い
景
色
が
見
ら
れ
る

か
な
と
楽
し
み
半
分
、
恐
ろ

し
さ
半
分
。
素
敵
な
キ
ャ
ス

ト
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
と
い
い
も
の
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

２
度
目
の
出
演
に
な
る

「
パ
ー
マ
屋
ス
ミ
レ
」
の
南

果
歩
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い

前
作
を
観
た
方
に
も
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。
今
後
こ
う
い
う
も
の

に
出
会
え
な
い
か
も
知
れ
な

い
と
い
う
一
期
一
会
を
感
じ

て
い
る
」
と
作
品
へ
の
熱
い

思
い
を
表
し
た
。

「
焼
肉
ド
ラ
ゴ
ン
」
３
月

７
日
～
２７
日
、
「
た
と
え
ば

野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
４

月
６
日
～
２４
日
（
前
売
り
開

始
２
月
１４
日
）、「
パ
ー
マ
屋

ス
ミ
レ
」
５
月
１７
日
～
６
月

５
日
（
前
売
り
開
始
３
月
１３

日
）
。
い
ず
れ
も
新
国
立
劇

場
小
劇
場
。
Ａ
席
５
４
０
０

円
、Ｂ
席
３
２
４
０
円
ほ
か
。

チ
ケ
ッ
ト
は
新
国
立
劇
場
ボ

ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
（
０
３
・

５
３
５
２
・
９
９
９
９
）。

先
週
は
、
わ
た
し
の
住
む
京

都
で
も
雪
が
降
っ
て
積
も
り
ま

し
た
。
雪
が
積
も
る
と
、
交
通

が
マ
ヒ
す
る
な
ど
し
て
た
い
へ

ん
で
す
が
、
雪
景
色
は
子
ど
も

た
ち
の
想
像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
、
雪
の
日
に
ぴ
っ
た

り
の
絵
本
、
『
ク
リ
ム
の
し
ろ

い
キ
ャ
ン
バ
ス
』
（
原
題

）
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

主
人
公
の
ク
リ
ム
は
、
絵
を

描
く
の
が
大
好
き
な
女
の
子
。

ど
ん
よ
り
曇
っ
た
冬
の
あ
る

日
、
ク
リ
ム
は
部
屋
の
窓
に
ク

レ
ヨ
ン
で
白
い
雪
を
描
い
て
み

ま
し
た
。
描
い
た
雪
が
は
ら
は

ら
と
舞
い
降
り
て
、
あ
た
り
い

ち
め
ん
に
積
も
り
ま
す
。

ク
リ
ム
は
真
っ
白
い
雪
を
踏

み
し
め
な
が
ら
、
森
の
中
へ
と

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
だ
れ
か
い
ま
せ
ん
か
？
」

そ
の
と
き
、
助
け
を
求
め
る

声
が
木
の
上
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
ク
リ
ム
は
ク
レ
ヨ
ン

で
は
し
ご
を
描
き
な
が
ら
、
一

段
ず
つ
登
り
ま
す
。
そ
う
、
ク

リ
ム
の
ク
レ
ヨ
ン
は
、
描
い
た

も
の
が
本
物
に
な
る
と
い
う
不

思
議
な
ク
レ
ヨ
ン
な
の
で
す
。

ク
リ
ム
は
次
つ
ぎ
と
動
物
た
ち

と
出
会
い
、
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い

た
絵
で
助
け
て
い
き
ま
す
。

ど
う
で
す
？

子
ど
も
た
ち

の
想
像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
く

れ
そ
う
な
絵
本
で
し
ょ
！

こ
の
絵
本
は
韓
国
で
出
版
さ

れ
る
と
た
ち
ま
ち
、
フ
ラ
ン
ス

と
ド
イ
ツ
で
翻
訳
出
版
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
も
出
ま
し
た
。

実
は
こ
の
絵
本
、
韓
国
の
絵

本
界
に
と
っ
て
も
、
「
特
筆
」

す
べ
き
一
冊
な
の
で
す
よ
。

毎
年
、
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
で
、
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際

児
童
図
書
展
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
も
う
す
で
に
よ

く
ご
存
知
で
す
よ
ね
。

韓
国
絵
本
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で

は
じ
め
て
受
賞
し
た
の
は
２
０

０
４
年
の
こ
と
。
『
ふ
し
ぎ
な

し
ろ
ね
ず
み
』
（
第
４
回
で
紹

介
）
と
、
『
地
下
鉄
が
走
っ
て

く
る
』（
日

本
語
訳
未

刊
）
の
優

秀
賞
で
し

た
。
そ
し

て
つ
い
に
１１
年
に
は
、
『
こ
こ

ろ
の
家
』
（
第
３３
回
で
紹
介
）

で
大
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。

『
ク
リ
ム
…
』
は
１２
年
に
、

新
人
作
家
の

初
の
絵
本
に
だ

け
授
与
さ
れ
る
「
オ
ペ
ラ
プ
リ

マ
」
と
い
う
、
新
人
部
門
の
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

部
門
で
の
韓
国
絵
本
の
受
賞
は

は
じ
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

新
人
部
門
の
初
受
賞
と
は
い

え
、
す
で
に
前
年
に
は
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
栄
え
あ
る

大
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
し
た
。

で
は
い
っ
た
い
、
ど
う
し
て
こ

の
絵
本
が
特
筆
す
べ
き
一
冊
な

の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
こ
の
絵
本
の
作
者
で

あ
る
イ
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
が
、
韓

国
国
内
で
行
わ
れ
た
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い

う
、
半
年
に
及
ぶ
研
修
期
間
を

経
て
か
ら
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
図

書
展
に
挑
戦
し
、
見
事
に
賞
を

取
っ
た
か
ら
で
す
。

０７
年
、
韓
国
を
代
表
す
る
美

術
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
多
く
輩

出
し
て
い
る
弘
益（
ホ
ン
イ
ク
）

大
学
の
な
か
に
、
「
Ｋ
Ｔ
＆
Ｇ

想
像
の
広
場
」
と
い
う
複
合

文
化
空
間
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
１０
年
か
ら
は
そ
こ
で
、
韓

国
の
絵
本
界
で
指
導
的
な
立
場

に
あ
る
、
画
家
、
作
家
、
編
集

者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
企
画
者
な

ど
、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー

を
講
師
に
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
が
、
先
述
の
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
の

で
す
。

い
わ
ば
「
国
家
代
表
級
の
コ

ー
チ
陣
」
が
、
総
力
を
あ
げ
て

教
え
て
鍛
え
た
新
人
を
、
世
界

の
ひ
の
き
舞
台
に
送
り
こ
む
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
れ
が

た
っ
た
数
年
で
大
き
な
成
果
を

あ
げ
た
の
で
す
か
ら
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
な
の
で
す
。

世
界
に
認
め
ら
れ
た
韓
国
絵

本
の
後
継
者
は
、
こ
の
よ
う
に

し
て
さ
ら
に
ま
た
、
産
み
出
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

（
絵
本
作
家
）

前
列
左
２
人
目
か
ら
鄭
義
信
さ
ん
、
演
出
の
鈴
木
裕
美
さ

ん
、
ハ
・
ソ
ン
グ
ァ
ン
さ
ん
、
中
列
左
４
人
目
か
ら
と
も

さ
か
り
え
さ
ん
、
南
果
歩
さ
ん
（
制
作
発
表
会
見
で
）

キム・ファン

３７

〈
全
国
公
演
〉

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
阪
急
中
ホ
ー
ル


「
焼

肉
…
」４
月
８
・
９
日
、「
た

と
え
ば
…
」４
月
２８
・
２９
日
、

「
パ
ー
マ
屋
…
」
６
月
１７
・

１８
日
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
（
０
７
９
８
・
６
８

・
０
２
５
５
）。

北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場



「
パ
ー
マ
屋
…
」
６
月
１１

・
１２
日
。
問
い
合
わ
せ
は
同

劇
場
（
０
９
３
・
５
６
２
・

２
６
５
５
）。

忠
清
南
道
扶
余
郡
の
双
北

里
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

が
、
百
済
時
代
の
「
九
九
木

簡
」
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

韓
国
文
化
財
財
団
は
２０

日
、
「
６
～
７
世
紀
の
百
済

時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
木

簡
に
、
掛
け
算
の
九
九
の
表

が
記
載
さ
れ
て
い
た
」
「
韓

国
で
は
広
開
土
王
碑
や
三
国

史
記
な
ど
の
文
献
に
九
九
の

表
や
算
学
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
は
あ
る
が
、

九
九
の
表
が
書
か
れ
た
発
掘

物
は
今
回
が
初
め
て
」
と
す

る
研
究
結
果
を
発
表
し
た
。

同
団
は
２
０
１
１
年
、
忠

清
南
道
扶
余
郡
扶
余
邑
双
北

里
に
あ
る
遺
跡
で
発
掘
調
査

を
行
い
、
１３
年
に
報
告
書
に

ま
と
め
た
。

そ
の
後
、
今
月
１６
日
に
財

団
所
属
の
チ
ョ
ン
・
フ
ン
ジ

ン
研
究
員
が
韓
国
木
簡
学
会

で
こ
の
木
簡
を
紹
介
し
た
と

こ
ろ
、
東
国
大
学
の
ユ
ン
・

ソ
ン
テ
教
授
ら
参
加
者
が

「
九
九
の
表
が
記
載
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指

摘
。
確
認
の
結
果
、
韓
半
島

に
現
存
す
る

も
古
い
「
九

九
表
」
と
分
か
っ
た
。

同
団
は
「
九
九
は
中
国
か

ら
直
接
日
本
に
伝
わ
っ
た
」

と
す
る
従
来
の
見
解
を
覆
す

実
物
資
料
と
み
て
い
る
。
中

国
と
日
本
の
も
の
に
比
べ
て

記
録
の
形
が
よ
り
専
門
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
百
済
時
代

に
は
す
で
に
算
学
が
確
立
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
重
要

な
資
料
と
推
測
し
て
い
る
。

木
簡
は
長
さ
３０
・
１
�
、
幅

５
・
５
�
、
厚
さ
１
・
４
�

で
刀
の
形
。

左表が判読
できた文字

九

八
十
一

八
九
七
□
□

七
九
六
十
三

八

六
十
四

七
八
五
十
六

六
八
冊
八

五
八
冊

七

冊
九

六
七
冊
二

五
□
丗
五

四
七
廿
八

六

丗
六

五
□
丗

四
六
廿
□

［

］

五

廿
五

四
五
廿

三
五
十
五

［

］

四

十
六

三
四
十
二

二
四
八

［

］

二
三
六

二

四

［

］

競
馬
場
を
舞
台
に
し
た
韓

国
の
若
手
画
家
、
チ
ョ
・
ウ

ン
ヨ
ン
さ
ん
の
絵
本
『
は
し

れ
、
ト
ト
！
』
の
原
画
１
０

０
点
、
制
作
過
程
で
使
っ
た

写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
紹

介
す
る「『
は
し
れ
、ト
ト
！
』

チ
ョ
・
ウ
ン
ヨ
ン
の
絵
本
づ

く
り
展
」
が
３
月
１
日
か
ら

５
月
２２
日
ま
で
、
東
京
・
練

馬
区
の
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東

京
で
開
か
れ
る
。

『
は
し
れ
…
』
は
、
チ
ョ

さ
ん
が
「
第
２３
回
ブ
ラ
テ
ィ

ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画

展
」
（
２
０
１
１
年
開
催
）

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

作
品
。
競
馬
場
と
い
う
今
ま

で
に
な
い
物
語
の
舞
台
設
定

と
、
少
女
の
目
を
通
し
て
展

開
さ
れ
て
い
く
人
間
観
察
が

魅
力
だ
。
実
物
以
上
に
グ
ロ

テ
ス
ク
な「
お
じ
さ
ん
た
ち
」

に
は
、
感
情
や
性
格
ま
で
に

じ
み
出
て
く
る
よ
う
で
迫
力

や
味
わ
い
が
あ
る
。

開
館
は
１０
～
１７
時
（
入
館

１６
時
３０
分
ま
で
）
。
月
曜
休

館
（
祝
祭
日
は
開
館
、
翌
平

日
休
館
）
入
館
料
高
校
生
以

下
無
料
、
大
人
８
０
０
円
。

文と絵 イ・ヒョンジュ
訳 かみや にじ
出版社 福音館書店

チョ・ウンヨン『はしれ、トト！』
（文化出版局）より２００８年個人蔵

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

「
チ
ョ
・
ウ
ン
ヨ
ン
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
３
月
１３
日

１０
時
３０
分
～
１２
時
３０
分
。
対

象
は
小
学
生
以
上
。
定
員
３０

人
。
参
加
費
５
０
０
円
。
１

月
３０
日
か
ら
受
付
開
始
。

「
チ
ョ
・
ウ
ン
ヨ
ン
『
は

し
れ
、
ト
ト
！
』
の
絵
本
づ

く
り
を
語
る
」
同
日
１５
時
３０

分
～
１７
時
。
定
員
６０
人
。
参

加
費
７
０
０
円
。
１
月
３０
日

か
ら
受
付
開
始
。

韓
国
・
朝
鮮
籍
の
方

入
館
無
料
の
特
典

「
韓
国
・
朝
鮮
籍
の
方
に

入
館
特
典
」
入
館
無
料
（
受

け
付
け
で
国
籍
の
分
か
る
も

の
を
提
示
）
。
同
伴
者
は
半

額
（
通
常
８
０
０
円
を
４
０

０
円
）
で
入
館
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は
ち
ひ
ろ
美

術
館
・
東
京
（
０
３
・
３
９
９

５
・
０
６
１
２
）
。
詳
細
は

同
館
公
式
サ
イ
ト
（http

:
//w

w
w

.chihiro.jp

）。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
『
は
し
れ
、
ト
ト
！
』

チ
ョ
・
ウ
ン
ヨ
ン
の
絵
本
づ

く
り
展
」
の
招
待
券
を
読
者

５
組
１０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
１
０
６

―
８
５
８
５

東
京
都
港
区

南
麻
布
１
―
７
―
３２

民
団

新
聞
社「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

係
。
２
月
９
日
締
切
。
当
選

者
に
郵
送
。

雪化粧した景福宮

韓
国
内
に
お
け
る
韓
服
の

流
れ
に
つ
い
て
専
門
家
た
ち

が
語
る
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
の
イ
シ
ュ

ー
７
『
韓
服

ハ
ン
ボ
ク
』

が
こ
の
ほ
ど
、
出
版
社A

I
E

nterainm
ent

Inc

の

Ａ
Ｉ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

で
発
売
さ
れ
た
。

登
場
す
る
の
は
重
要
無
形

文
化
財
で
あ
る
針
線
匠
の
グ

・
ヘ
ジ
ャ
さ
ん
、
韓
服
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
イ
・
ヨ
ン
ヒ
さ
ん
、

イ
・
ヘ
ス
ン
さ
ん
、
キ
ム
・

ヨ
ン
ジ
ン
さ
ん
、
イ
・
ギ
ヨ

ン
さ
ん
ら
韓
国
を
代
表
す
る

８
人
。

今
、
韓
国
で
は
普
段
着
と

し
て
着
用
し
、
一
般
化
さ
せ

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
。
韓
国

大
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
韓
服
同
好

会
の
動
き
も
活
発
だ
。
韓
服

を
愛
す
る
伝
統
派
も
実
用
派

も
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
は
重

み
が
あ
る
。

本
書
は
韓
服
の
歴
史
や
韓

国
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
も
触
れ
な
が
ら
、
韓
服
の

世
界
で
切
磋
琢
磨
す
る
専
門

家
た
ち
の
姿
に
焦
点
を
当
て

る
。定

価
１
８
０
０
円
＋
税
。

購
入
・
詳
細
は
Ａ
Ｉ
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http

://shop.
aient.jp

）。

新
感
覚
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
公
演
「
ペ
イ
ン
タ
ー

ズ
‥
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
が
３
月
２４

日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
、
東

京
・
港
区
の
Ｚ
ｅ
ｐ
ｐ
ブ
ル

ー
シ
ア
タ
ー
六
本
木
で
開
か

れ
る
。

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
は
４
人
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
が
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
と
、
先
端
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
融
合
し
た
、
今
ま

で
に
な
い
斬
新
な
ア
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

２
０
０
８
年
に
韓
国
で
ス

タ
ー
ト
し
、
コ
リ
ア
・
イ
ン

・
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ワ
ー
ド

で
ノ
ン
バ
ー
バ

ル
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
部
門
優
秀

賞
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
賞
を

受
賞
。
現
在
は

韓
国
内
の
３
つ

の
専
用
劇
場
で

公
演
中
。
世
界

３０
都
市
以
上
で

公
演
、
日
本
で
は
１３
年
の
東

京
公
演
で
２
万
人
を
動
員
し

た
。公

演
当
日
は
、
４
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
ダ
ン
ス
、
マ

イ
ム
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
織
り
交
ぜ
、
４
枚
の
絵

を
手
が
け
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
、
墨
で

塗
り
固
め
ら
れ
た
漆
黒
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
高
速
で
削
り
だ

し
て
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
を
描
き
出
す

「
ラ
イ
ト
ス
ク
ラ
ッ
チ
」、高

速
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
墨
を
叩

き
つ
け
る
よ
う
に
描
く
「
バ

ト
ル
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
」
な
ど

を
紹
介
す
る
。

大
人
６
８
０
０
円
、
学
生

３
５
０
０
円
ほ
か
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
公
式

サ
イ
ト
（http

:
//paint

ershero2016.jp/

）。

ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
‥
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
舞
台

◆マンナム歴史勉強会 韓国
・朝鮮の歴史講座「現代史と
三国遺事」

受講料１回１５００円（資料代、
会場費など含む）。１１～１３時
まで開講。講師は池�官さん
（フリージャーナリスト）。
会場はかながわ県民センター
会議室（横浜市神奈川区）。

２月２８日「古典『三国遺事』
を読む」（６０２号室）、３月２７
日「日帝の敗北と日本人の引
き揚げ。植民地時代」（７０７号
室）、４月２４日「古典『三国
遺事』をよむ」（７０１号室）、
５月２９日「解放の感激１９４５年
８月１５日・戦後の韓国�１」（７
０７号室）、６月２６日「古典『三
国遺事』をよむ」（７０７号室）、
７月３１日「米軍とソ連軍の朝
鮮半島への進駐。戦後の韓国
�２」（７０７号室）。

問い合わせは池貴巳子（０４５
・５０５・１７７５）。

◆第３回２０１６年韓国伝統文化

体験プロジェクト「チャンゴ
・サムルノリ」ワークショッ
プ イン 東京

３月２１日～２５日。東京韓国
学校初等部小講堂。申し込み
は、申請書を日韓伝統文化交
流協会のホームページ（http :
//www.jk–dentobunka.com）か
らダウンロードし、ＦＡＸか
メールで送る。参加費１万２０
００円、一般１万５０００円。参加
費は銀行振り込み（要確認）。

締切は２９日（期限が過ぎても
相談可）。各クラス定員（３０
～５０人）に達した場合は締切。

韓国からプロの演奏者を招
いて指導。

〈９～１２時〉チャンゴ基礎
低学年クラス（小学１～３
年）、チャンゴ基礎高学年ク
ラス（小学４～６年）、サム
ルノリ中級クラス（冬休みワ
ークショック参加者に限る）。

〈１３～１６時〉サムルノリ基

礎クラス（小学生）、チャン
ゴ中級クラス（冬休みワーク
ショップ参加者に限る）。

〈１６時３０分～１８時３０分〉一
般の部チャンゴクラス。

講師はキム・キョンソンさ
ん（フージョン国楽ジェビ代
表）、ファン・インサンさん
（打楽器奏者）。

問い合わせは同交流協会
（ＦＡＸ ０３・６２３３・９６９３）、
Ｅメール（ jkdennto @ gmail.
com）。

◆私のお気に入り名品展
３月２７日まで。高麗美術館

（京都・北区）。１０～１７時。
月曜休館日。一般５００円ほか。

同館は韓国の美術品を専門
的に展示・研究する美術館。
陶磁器・絵画・彫刻・考古学
・民芸品・民具など多岐にわ
たる。

今回は２０１４年秋の「あなた
が選ぶ高麗美術館の美」展で
のアンケートを基に名品の
数々を展示する。

問い合わせは同館（０７５・４
９１・１１９２）。

想
像
力
ふ
く
ら
ま
す
雪
景
色

３３
�
６６
月月
にに
一一
挙挙
再再
演演

「焼肉ドラゴン」「たとえば野に咲く花のように」「パーマ屋スミレ」

鄭義信さんの「在日」３部作

新刊紹介専
門
家
が
語
る
「
韓
服
の
い
ま
」

は
し
れ
、ト
ト
�
原
画
展

ち
ひ
ろ
美
術
館
で
３
月
か
ら

百
済
時
代
の
「
九
九
木
簡
」

韓
半
島
で
初
の
発
掘
例
通説覆す

「
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
‥
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

３
月
末
か
ら
日
本
公
演

（６）２０１６年１月２７日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８３０号
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